
巻 頭 言  

                                            校長 清  澤   亨  

 

 平成２９年度から、鞍手高校ＳＳＨ第Ⅱ期の研究活動がスタートしました。平成２４年

度から５年間の研究指定に引き続き、さらに継続の申請を行うにあたっては、管理機関で

あります福岡県教育委員会並びに本校の運営指導委員の先生方、関係機関の皆様方から多

大なる御指導・御支援を頂きました。心より感謝申し上げます。第Ⅰ期の成果を踏まえた

うえで、研究活動の更なる深化・発展を目指して参ります。 

 第Ⅰ期５年間の研究活動により、まず生徒の意識が大きく変わりつつあります。これま

でどちらかというと「真面目、素直だがおとなしくて、積極的な自己表現がやや苦手」と

いった印象を持たれることも多かった鞍手高校生が、国内外の大学や企業、研究機関との

連携、地域の小中学校との交流等の様々な活動に継続的に取り組むことによって、主体的

な情報発信者として着実に成長しています。その成果は、本年度の福岡県立学校理数科課

題研究発表会で本校ＳＳＨ部の「プラタナスを用いたコバルトイオンの除去」に関する研

究が、最優秀賞を受賞し、中国・四国・九州大会やその他大学が主催する各種コンクール

等でも高く評価されたことにも表れています。課題研究に取り組んだ生徒の何人かはこの

成果を生かし、すでに希望大学への進学が決まっており、これからさらに研究を深めてい

くことを決意しています。        本年度

からの第Ⅱ期の研究では、本校の校是である「たくましき前進者たれ」という求める生徒

像を踏まえ、主体的・対話的で深い学びに繋がる授業改善や、理数科だけでなく全校生徒

で取り組む課題研究、生徒・教員の意識向上にも繋がる評価法の研究等に、学校が一体と

なって取り組みます。さらに本校は、平成２７年度からＳＧＨ（スーパーグローバルハイ

スクール）事業にも指定されており、文理両面から将来の地域、日本、世界をリードする

グローバル人材の育成というミッションを与えられた学校であるという誇りと使命感を持

って、研究を進めて参ります。       

 最後になりますが、今後とも文部科学省、独立行政法人科学技術振興機構をはじめ、福

岡県教育委員会、運営指導委員の先生方及び関係諸機関からの御指導・御支援を心よりお

願い申し上げ、巻頭言といたします。  
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別紙様式１－１ 

福岡県立鞍手高等学校 指定第２期目 29～33 

 

❶平成２９年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「たくましき前進者※プログラム」の開発 

※本校の校是である「たくましき前進者」を「科学技術イノベーションを担う人材」とみなす。 

 ② 研究開発の概要  

以下の３点について研究開発を行う。 

１．ＳＳ科目を中心に、全教科・科目で主体的・対話的で深い学びの視点から授業改善、遠隔授

業システムを活用した授業の開発及び各教科間での連携体制を構築により生徒の問題発見・解決

能力や協働性を向上させる。 

２．全生徒に３年間を通して、主体的・協働的に課題研究を行わせることで、思考力・判断力・

表現力を向上させる。また、普及可能な汎用性の高い課題研究プログラム開発を遠隔授業システ

ムにより大学と連携を図りながら行う。 

３．「たくましき７つの能力」を自己評価・他者評価のコメント分析法、学習状況アンケート、

ルーブリック等で分析する。また、能力ごとに評価規準を設定し、結果を明確にすることによっ

て、教員の指導力の向上や、ＳＳＨ事業の改善を継続的に行う。指導と評価の一体化を進めるこ

とで、更なる生徒の資質・能力の向上をねらう。 

 ③ 平成２９年度実施規模  

 第１学年、第２学年、第３学年とも理数科１クラス、普通科人間文科コース１クラス、普通科４

クラス、合計１８クラス全校生徒を対象とする。対象人数は７１７名（１年生２４１名、２年生 ２

３７名、３年生２３９名） 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

第１年次（平成２９年度） 

１．授業改善の取組 

「たくましき７つの能力」の育成を踏まえた学校全体での授業改善のシステムを構築し、校内 

にて浸透させる。各教科では主体的に学ぶための改善を主とし、ＳＳ科目では実験を主とした授

業改善を行っていく。 

２．課題研究プログラムの取組 

  学校設定科目「ＳＳ生物基礎」「ＳＳ化学基礎」「ＳＳ科学探究基礎」「ＳＳ理数探究Ⅰ」、

体験型プログラム『理数科サマーセミナー』『理数科ＳＳＨ講演会』『アドバンスリサーチゼミ』

を実施し、理数科では専門性を高めた課題研究プログラムを、普通科では汎用性を高めた課題研

究プログラムの開発を行う。 

３．評価の取組 

  職員アンケートと会議を行い、批判的思考力、創造的思考力、協働的思考力の高い生徒を抽出 

 し、自己評価等の相関性を統計学的に分析する。 

第２年次（平成３０年度） 

１．授業改善の取組 

  第１年次で実施できていない育成領域について特に重点的に授業改善を行う。 

２．課題研究プログラムの取組 

  第１年次の取組に加え、学校設定科目「ＳＳ物理基礎」「ＳＳ理数探究Ⅱ」「ＳＳ科学探究Ⅰ」、
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体験型プログラム『理数科サイエンスリサーチ』『普通科サイエンスリサーチ』を実施する。 

３．評価の取組 

  第１年次の結果ととも再度職員アンケート、会議を経て対象生徒を抽出し相関性を分析する。 

第３年次（平成３１年度） 

１．授業改善の取組 

  授業改善の実践発表を行う。「たくましき７つの能力」の定義を行う。 

２．課題研究プログラムの取組 

  第２年次の取組に加え、学校設定科目「ＳＳ科学英語」「ＳＳ理数探究Ⅲ」「ＳＳ科学探究Ⅱ」、

体験型プログラム『理数科グローバルリサーチ』を実施する。 

３．評価の取組 

  「たくましき７つの能力」に関する生徒評価を実施する。 

第４年次（平成３２年度） 

１．授業改善の取組 

  授業改善の実施システムと実践例を外部に公開する。 

２．課題研究プログラムの取組 

  第３年次までの取組を統括し、内容の改善に努める。 

３．評価の取組 

  生徒評価の内容の統括する。 

第５年次（平成３３年度） 

  ５年間の統括と研究成果の普及に努める。 

 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

 理数科：「理数化学」「理数生物」「理数物理」それぞれ８単位を学校設定科目「ＳＳ化学基礎」

「ＳＳ生物基礎」「ＳＳ物理基礎」として実施する。（ただし生物、物理はともに３単

位 を履修し、残りの５単位は選択となる）また、教科名『ＳＳ理数』にて「英語表現

Ⅱ」１単位を「ＳＳ科学英語」、「総合的な学習の時間」２単位と「課題研究」２単位

を「ＳＳ理数探究Ⅰ（１単位）」「ＳＳ理数探究Ⅱ（２単位）」「ＳＳ理数探究Ⅲ（１

単位）」の学校設定科目として実施する。 

 普通科：教科名『ＴＺ探究』にて「科学と人間生活」２単位を「ＳＳ科学探究基礎」、「総合的

な学習の時間」２単位を「ＳＳ科学探究Ⅰ」「ＳＳ科学探究Ⅱ」の学校設定科目として

実施する。 

○平成２９年度の教育課程の内容 

 学校設定教科 「ＳＳ理数」 

ＳＳ科学英語、ＳＳ理数探究Ⅰ、ＳＳ理数探究Ⅱ、ＳＳ理数探究Ⅲ 

「ＴＺ探究」 

 ＳＳ科学探究基礎、ＳＳ科学探究Ⅰ、ＳＳ科学探究Ⅱ 

 学校設定科目 「ＳＳ化学基礎」（１・２・３年次、理数科、８単位） 

        「ＳＳ生物基礎」（１・３年次、理数科、８単位）※うち５単位は選択 

        「ＳＳ理数探究Ⅰ」（１年次、理数科、１単位） 

        「ＳＳ科学探究基礎」（１年次、普通科・普通科人間コース、２単位） 

        「ＳＳ物理基礎」（２・３年次、理数科、８単位）※うち５単位は選択 

        「ＳＳ理数探究Ⅱ」（２年次、理数科、１単位） 

        「ＳＳ科学探究Ⅰ」（２年次、普通科・普通科人間コース、１単位） 

        「ＳＳ理数探究Ⅲ」（３年次、理数科、１単位） 

        「ＳＳ科学探究Ⅱ」（３年次、普通科・普通科人間コース、１単位） 
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○具体的な研究事項・活動内容 

１．授業改善の取組 

  授業開発アンケートを全職員を対象に実施し、その授業改善の手立てついて効果が高いものは

職員会議で実践発表を行った。またデータが少なく完成はしていないが、各能力・スキルについ

て到達度を分析しルーブリックを作成していく。 

２．課題研究プログラムの取組 

（１)スペシャリストを育成する専門性の高い課題研究プログラム【理数科】 

 各学校設定科目と体験型プログラムとのつながりと、高校、大学、企業とのつながりを深化さ

せた。各事業について下記に概要を示す。 

①「ＳＳ生物基礎」「ＳＳ化学基礎」(１年次)「ＳＳ物理基礎」（２年次）：実験・観察を授業

の柱とし、生徒が自分の考えを発表する場面を積極的に設定するとともに、グループディスカッ

ションやディベートを取り入れた授業を行う。 

②「ＳＳ理数探究Ⅰ」（１年次）：基礎実験から始まり、班別活動の研究テーマ探究、論文プレ

ゼンテーションを経てテーマ設定を行う。 

③『理数科ＳＳＨ講演会』（１年次）：福岡教育大学、広島大学と連携し課題研究の進み方につ

いて講義を行う。 

④『理数科サマーセミナー』（１年次）：高校での基礎知識を発展させた実験講座を近畿大学で

実施し、さらに企業・研究所訪問を経て学問のつながりを研修する。 

⑤『ＳＳ理数探究Ⅱ』（２年次）：各研究班に分かれて研究活動、成果発表を実施する。 

⑥『理数科サイエンスリサーチ』（２年次）：東京・筑波研修として最先端研究所等で研修を行

う。 

⑦『アドバンスリサーチゼミ』（全学年）：福岡教育大学の研究室に配属し、大学生とともに授

業、研究活動、ゼミを通して研修を行う。 

 （２）汎用性の高い課題研究プログラム【普通科】 

  ＳＳＨ第Ⅰ期の内容と理数科での課題研究プログラムを分析し、汎用性高めるための改善点に

ついて研究開発を行った。改善点は以下の通りである。 

 ①課題研究のテーマ設定に関して 

  本校理数科課題研究の論文データをまとめた共有フォルダを作成し、生徒に専門分野において

過去の研究テーマを検索させて、その後各自が研究したテーマをプレゼンテーションする論文デ

ィスカッションを行わせることで、テーマの早期設定の一助となる手立てを実施した。  

②研究活動における大学との連携と研究の指導に関して 

 遠隔授業システムにて福岡教育大学とつながることで、大学から指導・助言を受ける機会が増

加し、今までできなかった課題研究のプレゼンテーションも発表会前に実施することができた。 

 ③普通科の全生徒が意欲を持って課題研究を行っていくための手立てに関して 

  全生徒が研究活動の方向性を理解するために、「研究を進めるためのルーブリック」を生徒の

記述をテキスト分析することで作成した。項目は研究内容、プレゼン資料、発表態度である。  

３．評価の取組 

 職員アンケートを経て⑤批判的思考力、⑥創造的思考力、⑦協働的思考力が他の力よりも高い

と考えられる生徒を抽出し、その能力とこれまでの自己評価の結果等との相関関係を統計学的に

分析した。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による成果とその評価 

１・授業改善の取組 

 実施結果を分析して本校の授業における「たくましき７つの能力」における育成領域を算出

することができた。育成領域の割合は①基礎知識１５％、②幅広い基礎力２６％、③探究力４



4 

 

８％、④人間力４％、⑤批判的思考力０％、⑥創造的思考力０％、⑦協働的思考力７％であっ

た。この分析により授業で育成できていない能力・スキルを明確にし、次年度の課題を設定し

た。 

２．課題研究プログラムの取組 

 （１)スペシャリストを育成する専門性の高い課題研究プログラム【理数科】 

   ㋐「ＳＳ理数探究Ⅰ」㋑「ＳＳ理数探究Ⅱ」㋒『理数科サマーセミナー』㋓『理数科サイ

エンスリサーチ』㋔『アドバンスリサーチゼミ』についての事業評価では、「事業を通して

身に付いた力を選べ」との質問に対し、④人間力は㋐２０％、㋑１１％、㋒２３％、㋓２９

％、㋔３１％、⑦協働的思考力は㋐１９％、㋑３３％、２２％、２５％、１３％の生徒が身

につたと答え、一定の成果を得たといえる。しかし、⑥批判的思考力に関しては㋐５％㋑３

％㋒１２％㋓１％㋔１９％と低かった。その中では、今年度より深化させた体験型プログラ

ムでは他の事業に比べ⑥創造的思考力の数値が上がっており、深化の方向性を定めることが

できた。 

 （２）汎用性の高い課題研究プログラム【普通科】 

  ・課題研究のテーマ設定の補助教材として論文データをまとめた共有フォルダを作成した。 

  ・遠隔授業システムにて大学との連携を強化した。 

  ・全生徒が課題研究を進める目標設定を行うルーブリックを生徒記述から作成した。 

３．評価の取組 

  本校の課題である創造的思考力について有意性項目を分析した。有意性を示したアンケート項

目では「国語」「英語」に関する内容が全２０項目中９項目（４５％）、各教科別得点率等に関

する項目では、全４７項目中２８項目（約６０％）が英語に関わっていた。 

 

○実施上の課題と今後の取組 

１．授業改善の取組 

  今年度育成事例の少なかった、多面的に物事をとらえる力（批判的思考力）、異なる分野の知

識を組み合わせて新しいものを創り出す力（創造的思考力）、協働し合いながら考えあう力（協

働的思考力）など、さらに一歩踏み込んだ授業改善が必要である。また各能力・スキルのルーブ

リックについてはデータ数が少なく実施出ていない。そのため授業開発アンケートの実施率を向

上させデータを収集する必要がある。 

２．課題研究プログラムの取組 

（１)スペシャリストを育成する専門性の高い課題研究プログラム【理数科】 

  創造的思考力の育成の向上のため以下の３点について改善を行っていく。 

①研究活動中に定期的に個人で思考する場面を取れること 

  ②研究活動中にグループ内で考察等を相互評価する場面を取り入れること 

 ③体験型プログラムにおいて連携先の大学や企業と高校がさらに深くつながり合うこと 

 次年度以降は課題研究テキストを作成し、グループ研究の中で個人で思考する場面を設定す

る。また、相互評価の場面も設定することで考察をより深く行う改善を実施する。 

（２）汎用性の高い課題研究プログラム【普通科】 

 今年度開発した内容を評価、改善する必要がある。 

３．評価の取組 

  創造的思考力の育成には「英語」における有意性が高いことが分かった。全教科で授業改善を

行っていくが、英語では特に「創造的思考力」を育成領域に設定した取組を今後行っていく必要

がある。また、今年度は⑥創造的思考力に関する分析のみであったため、その検証の継続と他の

能力についても統計学的分析を行っていく。 
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別紙様式２－１ 

福岡県立鞍手高等学校 指定第２期目 29～33 

 

❷平成２９年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

１．授業改善の取組 

授業アンケートによる結果から、全授業における育成しようと取り組んだ領域の割合は①基礎

知識１５％、②幅広い基礎力２６％、③探究力４８％、④人間力４％、⑤批判的思考力０％、⑥

創造的思考力０％、⑦協働的思考力７％。また、能力・スキルについては②幅広い基礎力は、言

語スキル１１％、数量スキルが４％、情報処理スキル１１％、実技スキル０％、③探究力は、課

題発見能力７％、課題解決能力４％、論理的思考力３０％、総合的思考力７％、感受性０％、共

感性０％、コミュニケーション力０％、積極性０％となっている。このことより、通常の授業で

は①基礎知識、②幅広い基礎力に重きが置かれており、本校が定義した『たくましき 7 つの能

力』相関図では、新学習指導要領の３つの柱の中の「①知識技能」「②思考力・判断力・表現力」

について主に育成していることが良く分かる。（図１） 

 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これにより、本校の授業全体の改善課題が明確になるとともに、授業開発アンケートのシステ

ムにより教科を横断した形で授業改善が実施でき、またその成果も学校全体で共有できるように

整備した。また各教科が設定した到達目標についてテキスト分析を行い、各能力、スキルについ

て定義を決定する予定であったが、今年度はデータ数が少なく実施できなかった。 

 

２．課題研究プログラムの取組 

 （１）スペシャリストを育成するための専門性の高い課題研究プログラム【理数科】 

  平成２９年度に実施した理数科での課題研究プログラムの授業・事業評価の結果から実際に課

題研究プログラムを通して育成している領域を分析した。下の表１は今年度実施した課題研究や

それに付随した体験型プログラム事業評価『授業や研修により身に付いた能力の自己評価』の結

果である。 
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表１ 

 ①基礎知識 ②幅広い 

基礎力 

③探究力 ④人間力 ⑤批判的 

思考力 

⑥創造的 

思考力 

⑦協働的 

思考力 

ＳＳ理数探究Ⅰ 15% 16% 14% 20% 11% 5% 19% 

ＳＳ理数探究Ⅱ 16% 11% 14% 11% 13% 3% 33% 

理数科サマーセミナー 18% 9% 12% 23% 4% 12% 22% 

理数科サイエンスリサーチ 18% 7% 8% 29% 11% 1% 25% 

アドバンスリサーチゼミ 0% 13% 13% 31% 13% 19% 13% 

体験型プログラム間を比較すると今年度より実施した『理数科サマーセミナー』と『アドバン

スリサーチゼミ』では高校、大学、企業との連携を深化させており、より繋がることで研修の効

果を向上させるための事業である。またＳＳＨ第Ⅰ期より実施してきた『理数科サイエンスリサ

ーチ』では研修先が最先端の科学技術施設であることもあり、見学と講義の聴講が中心となる研

修である。３つの体験型プログラムを比較すると、大学等との連携を深化させた研修の方が⑥創

造的思考力の数値が高いことが分かる。また『アドバンスリサーチゼミ』については、グループ

で活動する場面が少なく生徒個人で思考し行動することが多いため⑦協働的思考力に代わり、最

も⑥創造的思考力が高くなったと考える。 

結果から本校で実施している理数科課題研究においては、④人間力と⑦協働的思考力の数値は

高いものの、⑥創造的思考力があまり育成できていない現状があることが分かった。また、⑦協

働的思考力の数値が高いと⑥創造的思考力の数値が下がっており、逆に⑦協働的思考力が低いと

⑥創造的思考力の数値が上がっていることが分かる。課題研究においてはグループ形式で行うこ

とで④人間力、⑦協働的思考力を向上させていくことができるが、グループ学習を通して⑥創造

的思考力を育成する（つまり研究活動をさらに深化させる。）ためには年間を通して、個人で研

究活動の考察を行う場面や、グループ内で各自の考察を評価し合う場面等の授業改善を行ってい

く必要があるということがいえる。 

 （２）汎用性の高い課題研究プログラム【普通科】 

  普通科ではＳＳＨ第Ⅰ期の取組と理数科での取組を汎用性を高める改善を実施し、以下の３点 

について研究開発していく。 

  ①課題研究のテーマ設定に関して 

  今年度から１年生理数科に過去の理数科課題研究の論文データをまとめた共有フォルダを作

成した。生徒に専門分野において過去の研究テーマを検索させて、その後各自が研究したテーマ

をプレゼンテーションする論文ディスカッションを実施することで、テーマの早期設定や研究開

始より前に研究活動の計画を立てることができた。 

②研究活動における大学との連携と研究の指導に関して 

今年度理数科２年生の課題研究においては、遠隔授業システムを活用し高大連携を深めること

ができた。遠隔授業システムを活用することで、大学から指導・助言を受ける機会が増加し、今

までできなかった課題研究のプレゼンテーションの指導も発表会前に受けることができた。今年

度遠隔授業授業システムを取り入れた班の課題研究が、本校理数科課題研究で最優秀賞に選ばれ

た。 

  ③普通科の全生徒が意欲を持って課題研究を行っていくための手立てに関して 

  今年度実施した普通科での課題研究では、研究テーマとして「Scratch を用いたイライラ棒ゲ

ームの開発」とういう情報工学系のものを実施した。授業評価において他の班と比較すると、㋐

科学への興味関心が向上した。（興味関心の向上）、㋑大学への進学意欲が向上した。（進路意

識の向上）、㋒自身の将来を考える良い機会となった。（職業観の明確化）、㋓④学習への意欲

が向上した。（学ぶ意欲の向上）において全ての数値が高くでていた。このことより、生徒たち
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の進学希望にそった課題研究の実施が必要であることが分かった。 

３．評価の取組 

  職員アンケートを経て⑤批判的思考力、⑥創造的思考力、⑦協働的思考力が他の力よりも高い

と考えられる生徒を抽出し、その能力とこれまでの自己評価の結果等との相関関係を統計学的に

分析を行っていく。今年度は本校の課題として挙げられた⑥創造的思考力について「Ｔ検定」を

行い、各アンケート等のデータについて有意性を算出した。なお対象生徒数２３８名の内、創造

的思考力についての抽出生徒は１５名である。また分析した項目は学習状況アンケートや外部模

試の分野別得点率など合計７８８項目で、総データ数は１８７,４３２個である。 

結果として、アンケート項目について有意性を示したものは全ての問いに対して肯定的な特徴

を示し、その中でも復習に関する項目が多く見られた。また、教科におけるアンケート項目では

国語、英語に関する内容が全２０項目中９項目（４５％）であり、特に表現する場面の多い教科

に偏っていた。各教科別得点率等についても有意性を示したものは全ての内容で高い数値を示

し、その中でも「英語」に関わる項目が多く見られた。全４７項目中２８項目（約６０％）が英

語に関わっており、創造的思考力を育成するための授業改善では、特に英語科で行うことで効果

がみられる可能性が高いことが分かった。 

 ② 研究開発の課題   

１．授業改善の取組 

  今年度の実施した育成分野をさらに深める授業改善はもちろんであるが、特に多面的に物事を

とらえる力（批判的思考力）、異なる分野の知識を組み合わせて新しいものを創り出す力（創造

的思考力）、協働し合いながら考えあう力（協働的思考力）など、さらに一歩踏み込んだ授業改

善が必要である。また、課題研究の実施形態も生徒が更に主体的に得た知識を組み合わせながら

思考していくプロセスへと改善していかなければならない。 

 

２．課題研究プログラムの取組 

 （１）スペシャリストを育成するための専門性の高い課題研究プログラム【理数科】 

  前述の成果から、以下の３点について今後改善とその結果の分析を行う。 

  ①研究活動中に定期的に個人で思考する場面を取れること 

  来年度から理数科課題研究『ＳＳ理数探究Ⅱ（２年生）』では課題研究テキストを作成し、テ

キストに研究活動を記録しながら進めていく。その中で適宜実験結果からの考察を個人で記入す

るページを設けて、それをもとにグループで協議しながら研究活動を行っていくことで、協働的

思考力を向上しながらも創造的思考力を育成することができ、課題研究の専門性を高めることが

できると考える。 

  ②研究活動中にグループ内で考察等を相互評価する場面を取り入れることについて 

  今年度に先行実施した相互評価も課題研究テキストに取り入れ定期的に実施することで、個人

の考察活動を更に深めることができると考える。 

  ③体験型プログラムにおいて連携先の大学や企業と高校がさらに深くつながり合うこと 

  課題研究の授業と体験型プログラムとの連携をさらに深化させ、「たくましき７つの能力」と

の関係を分析し、改善していく。 

 （２）汎用性の高い課題研究プログラム【普通科】 

  ①課題研究のテーマ設定に関して 

今年度から論文データをまとめた共有フォルダを作成し、研究テーマの検索、論文ディスカッ

ションを行わせることで、テーマの早期設定や研究開始より前に研究活動の計画を立てることが

できた。今後は本校以外の高校における課題研究論文をまとめ、高校生が気軽に論文を検索でき

るような「高校論文検索サイト」（仮称）を今後作成していくことも検討している。 

②研究活動における大学との連携と研究の指導に関して 



8 

 

  遠隔授業システムを活用した高大連携を深めるとともに、授業改善の手立てとしても実施して

いく。 

③普通科の全生徒が意欲を持って課題研究を行っていくための手立てに関して 

  目指すべき進学先（大学等）や就職先（企業）を明確にする進路学習と連携を深くし、課題研

究も分野別の班（今年度は数学班、物理班、化学班、生物班）ではなく、進路別（看護系班、工

学ものづくり班、工学自動車班、農学植物班など）に班編成を行っていく必要がある。このよう

に課題研究の実施方法を改善し、今後、生徒の意識の変容を図っていくことが重要であると考え

ている。 

  また、生徒にとっても分かりやすく簡潔に示せる課題研究のルーブリックのテキスト分析を今

後も行っていく。 

 

３．評価の取組 

  今年度は⑥創造的思考力に関する分析のみであったため、その検証の継続はもちろん、他の能

力についても統計学的分析を行っていく。また、有意性を算出した項目で時間経過が分かるデー

タに関しては、推定周辺平均を比較することで有意性が現れた時期についても解析したい。有効

性が今後も認められるデータについては多変量解析を用いて、特に有効性の高いものを算出し、

「たくましき７つの能力」の定義に活用していきたいと考えている。 
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第１章 研究開発の課題 
 

１－１．学校の概要 

１．学校名：福岡
ふくおか

県立
けんりつ

鞍手
くらて

高等学校
こうとうがっこう

  校長名：清澤 亨 

２．所在地   福岡県直方市山部８１０－７ 

電話番号  ０９４９－２２－０３６９  ＦＡＸ番号 ０９４９－２２―０３７０ 

３．課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 

  （１）課程・学科・学年別生徒数，学級数 

課程 学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 201 5 199 5 199 5   599 15 

(内人文コース) (40) (1) (38) (1) (39) (1)   (117) (3) 

(内普通科理系) - - (83) (2) (89) (2)   (172) (4) 

理数科 40 1 38 1 40 1   118 3 

計 241 6 237 6 239 6   717 18 

定時制 普通科  8 1 12 1 7 1 11 1 38 4 

計 249 7 249 7 246 7 11 1 744 22 

    

（２）教職員数 

校

長 

副 校

長 

教

頭 

教諭 養 護

教諭 

常 勤

講師 

非常勤

講師 

実習助

手 

ＡＬＴ 事 務

職員 

司書 その他 計 

１ １ １ ４３ １ ３ ８ ３ １ ４ １ ０ ６７ 

 

１－２．研究開発課題 

  未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「たくましき前進者※プログラム」の開発 

※本校の校是である「たくましき前進者」を「科学技術イノベーションを担う人材」とみなす。 

 

１－３．研究開発の目的・目標 

１．目的 

   自らの可能性を高め、社会の諸課題に挑戦し、道を切り開いていく能力を有し、筑豊の地から日本

を背負っていく科学技術イノベーションを担う人材の育成を目的とする。 

２．目標 

   未来の創り手となるための必要な力を「たくましき７つの能力」（基礎知識・幅広い基礎力・探究

力・人間力・協働的思考力・批判的思考力・創造的思考力）と設定し、第１期のＳＳＨ研究開発プロ

グラムを工夫・改善することで、新しいプログラムを研究開発する。３つの柱を以下の通りとする。 

  （１）ＳＳ科目を中心とし、全教科・科目で行う主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 
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（２）未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力を育成する課題研究プログラムの開発 

（３）「たくましき７つの能力」（基礎知識・幅広い基礎力・探究力・人間力・協働的思考力・批判

的思考力・創造的思考力）に対する評価法の確立 

 ３．「たくましき７つの能力」の定義 

未来の創り手（科学技術イノベーションを担う人材）となるために必要な資質・能力として定義した

「たくましき７つの能力」を以下のように位置付ける。（図１） 

図１ 

 

各教科・科目では主に基礎的な力（基礎知識・幅広い基礎力）と中核的な力（探究力・人間力）の育

成を、課題研究では、主に実践的な力（協働的思考力・批判的思考力・創造的思考力）を育成する。第

１期の取組を踏まえ、本校のＳＳＨ事業で育成していく、「たくましき７つの能力」をさらに細分化

し、以下のような相関図を作成した。（図２） 

図２ 

 

 

このように定義した「たくましき７つのの力」を育成するため授業の改善、質の高い課題研究実施し、

能力の定義や評価法を開発することで「たくましき前進者プログラム」を完成させることが本校の研究

開発である。 
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第２章 研究開発の経緯 
 

本校は平成２９年度に創立１００周年を迎えた進学校であり、長い伝統に培われた教育活動で地域の

教育活動の中心としての役割を果たしてきた。さらに、平成７年から理数科、平成９年からは人間文科コ

ースを設置するなど、常に新しい教育に挑戦する姿勢も維持してきた。ＳＳＨの実施以前にも以下のよ

うな取組を続けており、この取組を基盤として進展させた事業として、本校のＳＳＨは位置づけられて

いる。今年度までの研究開発の概要を次に示す。  

１．特色ある理数科教育 

理数科においては、「理数化学」「理数物理」といった特色ある学校設定科目を設定するとともに、「理

数科セミナー」では大学での実験・実習講座を「理数科サイエンスリサーチ」では１泊２日で九州内の大

学、企業、研究施設への研修旅行を行ってきた。また、平成７年の理数科設立時から、本校理数科の最大

の特色として、「生徒による課題研究の充実」を掲げ、科学研究のスペシャリストの養成を目標として、

研究課題の設定から研究方針、研究内容、研究方法、及び研究の発表方法まで生徒と指導教員が徹底して

論議し、検討を重ねながら納得のいくものを作り上げてきた。 

２．大学や研究所等関係機関との連携        

それまでの大学等との共同活動をさらに発展させるために、平成２１年度より福岡教育大学との高大

連携事業を始めた。その他にも理数科の活動の中に様々な大学や研究施設の訪問や模擬講義、実習体験

を組み込み、理数科独自のキャリア教育の発展を目指してきた。また、理数科の課題研究発表会は校内だ

けでなく、大学関係者や地域の中学校、さらには保護者にも参加を呼びかけて、広くその成果を発信して

きた。 

３．国際性を高める取組      

 普通科「人間文科コース」において、地域のオピニオンリーダーを育成するという設立の主旨に基づ

き、幅広い視野と実践力を身に付けさせることを目的として、「人文海外研修」、「人文課題研究」、「人

文サマーセミナー」等の取組（特別教育活動）を実施してきた。 

４．科学系部活動の活動 

 以前より広く科学的な事象に興味・関心を持った生徒が科学部（現ＳＳＨ部）に所属し、研究の成果を

学校内外に発信してきた。平成２０年からは年間にいくつかの研究のテーマを設定して活動を続け、「筑

豊の赤水研究」等のテーマが多くの論文コンクール等で受賞するとともに、科学部の部員や理数科の生

徒が「遠賀川水辺館」の活動と連携して地域の河川環境に関する地道な研究を続けてきた。 

５．ＳＳＨ第Ⅰ期（平成２４年度～２８年度） 

ＳＳＨ第Ⅰ期の指定を受け、『「水」をテーマとした総合的研究活動とプログラム開発』のテーマのも

と、水をキーワードとして、生命、環境、情報の研究を深めるための学校設定科目の開発に取り組み、理

数科を中心に課題研究を実施した。第１期の成果は、課題研究とキャリア教育の充実である。生徒アンケ

ートでは「科学への興味・関心が高まった」が９０％以上、「研究分野の専門スキルや探究心を高めるこ

とができた」は６５％～９０％になっている。また、課題研究を深める海外研修や大学での研究などの体

験型プログラムを行い、「将来を具体的に考えるようになった」と「何事にも積極的に挑戦しようと思う

ようになった」は８０％を超えた。第Ⅰ期の課題研究プログラムは一定の成果を挙げたといえる。 
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第３章 研究開発の内容 
 

３－１．全教科・科目で行う主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

 

３－１－１．現状の分析と仮説・授業改善の実施内容 

１．現状の分析 

ＳＳＨ第１期では、物理・化学・生物の科目間連携を重視した学校設定科目や、理科と英語の教科間連携

を重視した学校設定科目を開設した。「化学基礎」と「地学基礎」を融合して発展させた学校設定科目で

ある「ＳＳ地球環境科学」については、生徒アンケートにおいて「理科の知識を地球での科学現象と結び

つけられた」、「課題研究を進める上で役立った」の項目に対して８１％の生徒が「そう思う」と回答して

いる。また、ＳＳ総合コミュニケーション（課題研究）の授業については、「専門性を高めることができ

た」「研究意欲が向上した」などの項目で、生徒満足度は約９８％である。このことから、ＳＳ科目によ

るカリキュラム開発は一定の成果を得たと考える。しかしながら、全教科の授業アンケートでは、「主体

的に学習している」と回答した生徒は４０％～９０％と幅があり、科目によって差があった。今後は、協

働学習や発表の機会を多く取り入れた双方向型の授業への転換を積極的に行うことで、生徒が主体的・

対話的で深い学びに向かう授業の開発を行っていく必要がある。 

２．研究開発の仮説 

本校では未来の創り手となるために必要な資質・能力となる『たくましき７つの能力（図１）』を下記の

ように定義し、その育成のためにＳＳＨ活動の充実と能力評価方法の開発に取り組んでいる。普段の授

業において教員がこの『たくましき７つの能力』の育成を念頭におき、主体的・対話的で深い学びの視点

からの授業改善を行うことで、「知識・技能」の習得、未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」の育成、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」の涵養に資することが

できる。 

図１ 
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３．研究内容 

 全職員が下記のアンケート（図２）を実施する。実施者はＰａｒｔ①に今回の取組で育成する領域と能

力を入力し、Ｐａｒｔ②には選択した能力の到達度を問う質問を記入する。授業実施後に生徒にアンケ

ートを記入させ、実施者はＰａｒｔ②の質問事項ＡとＰａｒｔ③の質問事項Ｂの平均値を算出し、入力

シートに記入する。実施後は授業改善の効果を示す質問事項Ａの答えを平均値化し、一覧表を職員に次

回の参考資料として配布し、平均値の高い取組については実践発表を行う。 

 

図２ 

 

 

４．研究開発の分析方法 

（１）実施者が選択した育成領域を教科別に分析し、各教科の領域を算出するとともに、授業全体の領

域を確認することで、今後の授業改善の課題を明確にする。 

（２）各教科から出てきたＰａｒｔ②到達度をテキスト分析することで、各能力、スキルのルーブリッ

クを教科を横断して作成する。 

―

手だて

○

↓

　
育
成
す
る
能
力
に
○
を
つ
け
る

第１回　授業開発アンケート用紙

育成領域 ③探究力 論理的思考力

分野ごとに思考の過程を文字におこして表現し、それを他と
見比べることで論理的に問題を解いていく思考力を育成する。

Ｐａｒｔ①

Ａ 育成領域

   ④できた　　　③ややできた　　　②あまりできなかった　　　①できなかった　

Ｂ
   ④大変有効　　　③有効　　　②あまり有効ではない　　　①有効ではない　

Ｃ

③探究力

授業開発の手だては有効でしたか

物理現象に対してどのように考えていくのか順序だてて思考することができる。

Ｂの問においてそのように回答した理由があれば書いてください。

Ｐａｒｔ③

Ｐａｒｔ②
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３－１－２．平成２９年度授業改善実施結果 

 １．各教科別実施状況 

教科 育成領域 能力 手立て Ａの質問事項 Ａ Ｂ 

国語 ③探究力 課題解

決能力 

ペア活動によって他者の考えと自分の考え

とを比較することで、課題を解決できるよう

にする 

ペア活動によって、他者の考えを参

照することで課題を解決できたか。 

3.3 3.3 

国語 ③探究力 総合的

表現力 

小論文の表現活動において、学び合いの集団

を形成し、読み手を意識したより良く伝わる

表現への意識を高めるために、学習者相互の

添削を行う。 

小論文記述の学習において、読み手

を意識して表現することができる。 

3.3 3.5 

国語 ③探究力 論理的

思考力 

課題研究フレームシートを用いて文章の展

開を構造化するとともに、対話的活動を取り

入れながら論理性を評価（理解）させる。 

文章の構成、展開、要旨を的確にとら

え、その論理性を評価（理解）するこ

とができましたか。 

3.4 3.4 

国語 ② 幅 広 い

基礎力 

言語ス

キル 

読解した文章を図式化して他者に説明する。 文章内容を分かりやすく要約し、他

者に説明できた。 

2.6 3.3 

国語 ② 幅 広 い

基礎力 

言語ス

キル 

授業での発問について解答をグループで話

し合い、まずは３０字程度の簡潔な言葉でク

ラス全体に共有する。その後、同じ問題の解

答を百字前後の文にまとめる作業を行い、記

述力の育成を図る。 

必要な文字数で必要な語を用いて記

述できたか。 

2.9 2.9 

地歴 ③探究力 課題発

見能力 

地理的問題を考察させながら、現代における

地球的規模の環境問題の原因とこれからの

課題を発見する。 

地理の授業を通して、現代の環境問

題を考察できたか。 

3.6 3.4 

公民 ④人間力 積極性 時事的話題等を協議しながら、自由及び権利

の意義について考察する。 

知る権利と情報公開の必要性につい

て理解できたか。 

3.5 3.7 

地歴 ③探究力 論理的

思考力 

御成敗式目とその成立過程についての史料

を読解することで、その内容と歴史的意義を

考える。 

史料を基に、御成敗式目の内容と意

義を理解できましたか。 

3.1 2.8 

数学 ①基礎 

知識 

基礎 

知識 

数列の基本的な公式を繰り返し確認し使う

ことにより、センター試験の問題が速く、正

確に解けるようにする。 

基本公式が使えるようになったか。 3.3 3.3 

数学 ③探究力 論理的

思考力 

グループ学習によって互いの理解度を確認

するとともに、自分の考えを相手に伝えるこ

とを通して相互の理解度を高める。 

グループ学習によって自分の考えを

論理的に相手に伝えることができた

か。 

3.0 3.5 

数学 ①基礎 

知識 

基礎 

知識 

小テスト等の返却時に、生徒一人ひとりに声

掛けをして、励ましアドバイスすることで、

今後の基礎学力習得を確かなものにする。 

答案返却後、間違ってところをやり

直すことで理解につながりました

か。 

3.4 3.4 

数学 ② 幅 広 い

基礎力 

情報処

理スキ

ル 

５分間テストを実施して相互で採点し合い、

未解決問題について指摘し合うことによっ

て、問題を上手く処理できるようになる。 

未解決問題について、上手く処理で

きるようになる。 

3.5 3.2 

数学 ② 幅 広 い

基礎力 

数量ス

キル 

日々の添削課題に真剣に取り組み、弱点の克

服に努める 

課題に真剣に取り組み、弱点補強に

努めることができたか。 

3.4 3.4 

数学 ③探究力 論理的

思考力 

豆テストで確認した知識をもとに板書した

節末問題の解説を生徒自身が行う。 

解説をしたり、生徒の解説を積極的

に聞いたりすることが、理解につな

がったか。 

3.3 3.0 

数学 ② 幅 広 い

基礎力 

情報処

理スキ

ル 

小テストをし、相互で答え合わせし、解法の

ポイントを確認し合う。その結果、基礎知識

の確認と条件の選択を考えさせる。 

解法のポイントを確認し合うこと

で、ポイントを理解することができ

たか。 

3.2 3.2 

理科 ③探究力 論鋭的

思考力 

図の描き方や公式活用法を再現することや、

前時までに学んだ基礎知識の活用を試みる

こと、という意識を持って本時の授業に臨む 

これまで登って来た階段を振り返り

ながら次の一段を登る、という自覚

を持てたか。 

3.6 3.7 

理科 ① 基 礎 知

識 

基礎知

識 

生徒が、自主的・主体的に、定着していない

基礎知識の明確化を行うために、Web 上の問

題集を活用する。 

この方法で理解が不十分な基礎知識

は明確にできましたか 

2.9 

 

 

 

3.2 
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理科 ① 基 礎 知

識 

基礎知

識 

発生の過程の動画を視聴することと、プリン

トにより発生の過程を確認することを同一

時間で行うことで、発生の過程に関する基礎

知識の定着を図る。 

発生の過程と特徴を視覚的にとらえ

順序だてて考えることができる。 

3.6 3.8 

理科 ② 幅 広 い

基礎力 

言語 

スキル 

物理現象を一度言語に直し、その後数式で表

すことで、運動を数式で表すことがより理解

でき、そして表現もできるようになる。 

物体の運動について言葉で表すこと

ができたか。 

3.5 3.6 

理科 ③探究力 論理的

思考力 

分野ごとに思考の過程を文字におこして表

現し、それを他と見比べることで、論理的に

問題を解いていく思考力を育成する。 

物理現象に対してどのように考えて

いくのか順序だてて思考することが

できる。 

2.4 3.3 

体育 ⑦協働的 

思考力 

協働的

思考力 

選択制授業においてグループの課題が何な

のかリーダーを中心に話し合う時間を与え、

グループ毎に考えさせた。 

リーダーを中心に、グループの課題

がどのような技能なのか気づくこと

ができた。 

3.2 3.1 

体育 ⑦ 協 働 的

思考力 

協働的

思考力 

決められた範囲内で、パスやフェイントを用

いながらチームでボールをキープするため

の方法に気付かせる。 

ボールをキープするための方法や必

要な技能に気付くことができました

か。 

3.3 3.2 

体育 ③探究力 論理的

思考力 

課題研究を通し、実生活の中で感じる身近な

健康課題に気付かせる。 

課題研究を通し、自己の健康課題に

気づくことができる。 

3.5 3.2 

英語 ③探究力 論理的

思考力 

ある社会問題について肯定側と否定側に分

かれて討論をし、論理的に相手を説得させる

力を育成する。 

相手の意見をよく聴いた上で、自分

の意見を論理的に相手に伝えること

ができる。 

2.9 3.1 

英語 ② 幅 広 い

基礎力 

情報処

理スキ

ル 

本文の内容に関する英語の問いに対して英

語で答えることによって、本文の内容を理解

する。 

本文の内容に関する英問に英答する

ことができる。 

2.9 3.1 

英語 ③探究力 総合的

表現力 

グル－プで教科書の内容を自主的に調べ、そ

の内容を英語でプレゼンテ－ションする。 

自分たちで内容を調べ、その内容を

英語で表現することができる。 

3.4 3.0 

家庭科 ③探究力 課題解

決能力 

グループ学習・作業によって他者を観察しな

がら作業を進めることで、自己の課題を意識

させる。また、互いに教え合える雰囲気の中

で相互理解できるようにする。 

グループでの教え合いや観察によっ

て、作業に見通しを持ち、正確な作業

につなげることができたか。 

3.6 3.5 

２．平成２９年度授業開発アンケート実施率 

教科 実施者数 職員数 実施率 

全体 27 名 45 名    60％ 

国語 4 名  7 名    57％ 

数学 7 名  9 名    78％ 

英語 3 名  9 名    33％ 

理科 5 名  7 名  71％ 

地歴公民 3 名  6 名    50％ 

体育 3 名  5 名     60％ 

芸術 0 名 1 名     0％ 

家庭科 1 名  1 名   100％ 

 

３－１－３．授業改善の検証と考察 

１．授業改善の分析と考察 ―分析方法（１）について 

分析方法（１）：実施者が選択した育成領域を教科別に分析し、各教科の領域を算出するとともに、授

業全体の領域を確認することで、今後の授業改善の課題を明確にする。 

結果を教科別、育成領域・能力・スキル別にまとめたものを下記の表１に示す。また実施した育成領域

を百分率化し、『たくましき７つの能力』の相関図上に表した図３もともに示す。 
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表１（数値は小数点以下四捨五入している） 

育成領域 能力・スキル 国語 数学 英語 理科 地歴 

公民 
体育 芸術 家庭

科 

合計 

①基礎知識 ― 7％ ― 7％ ― ― ― ― 15％ 

②幅広い基礎力 7％ 11％ 4％ 4％ ― ― ― ― 26％ 

 言語スキル 7％ ― ― 4％ ― ― ― ― 11％ 

 数量スキル ― 4％ ― ― ― ― ― ― 4％ 

 情報処理スキル ― 7％ 4％ ― ― ― ― ― 11％ 

 実技スキル ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

③探究力 11％ 7％ 7％ 7％ 7％ 4％ 0％ 4％ 48％ 

 課題発見能力 ― ― ― ― 4％ ― ― 4％ 7％ 

 課題解決能力 4％ ― ― ― ― ― ― ― 4％ 

 論理的思考力 4％ 7％ 4％ 7％ 4％ 4％ ― ― 28％ 

 総合的表現力 4％ ― 4％ ― ― ― ― ― 7％ 

④人間力 ― ― ― ― 4％ ― ― ― 4％ 

 感受性 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

 共感性 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

 コミュニケーショ

ン力 

― ― ― ― ― ― ― ― ― 

 積極性 ― ― ― ― 4％ ― ― ― 4％ 

⑤批判的思考力 ― ― ― ― ― ― ― ―  

⑥創造的思考力 ― ― ― ― ― ― ― ―  

⑦協働的思考力 ― ― ― ― ― 7％ ― ― 7％ 

図３ 
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育成領域についての割合は①基礎知識１５％、②幅広い基礎力２６％、③探究力４８％、④人間力４

％、⑤批判的思考力０％、⑥創造的思考力０％、⑦協働的思考力７％。 

また、能力・スキルについては②幅広い基礎力は、言語スキル１１％、数量スキルが４％、情報処理

スキル１１％、実技スキル０％、③探究力は、課題発見能力７％、課題解決能力４％、論理的思考力３

０％、総合的思考力７％、感受性０％、共感性０％、コミュニケーション力０％、積極性０％となって

いる。このことより、通常の授業では①基礎知識、②幅広い基礎力に重きが置かれており、本校が定義

した『たくましき 7 つの能力』相関図では、新学習指導要領の３つの柱である「①知識技能」「②思考

力・判断力・表現力」について主に育成していることが良く分かる。ＳＳＨ活動評価の参考として実施

した Benesse の GPS－Academic 評価（①批判的思考力、②創造的思考力、③協働的思考力をＳ・Ａ・

Ｂ・Ｃランクで判定するもの※Ｓが最高評価）では本校の生徒は以下のような結果（図４）が得られ

た。 

 

図４ 

 

 

GPS－Academic 評価の結果も批判的思考力はＡ以上が６９％・創造的思考力は１７％、協働的思考力

は５２％となっており、批判的思考力が高いことがわかる。協働的思考力の数値が高いことは通常の授

業に加えて課題研究を実施していることが要因と考えられる。また、職員に「本校生徒に足りていない

力」に関するアンケート調査を行ったところ、「発展問題等への応用力」、「自ら学ぼうとする力」が足

りていないと答えた職員が半数以上みられた。 

今後は授業の中で知識やそれを活用する力の育成だけでなく、多面的に物事をとらえる力（批判的思考

力）、異なる分野の知識を組み合わせて新しいものを創り出す力（創造的思考力）、協働し合いながら考

えあう力（協働的思考力）など、さらに一歩踏み込んだ授業改善が必要である。また、課題研究の実施

形態も生徒が更に主体的に得た知識を組み合わせながら思考していくプロセスを検討していかなければ

ならない。また、今期の授業改善にて生徒からのアンケートで特に効果を感じられたものは以下の取組

であり（表２）、今後は教科を横断した形で手立てを共有した授業改善や職員による実践発表も実施し

ていく必要がある 

表２ 

教科 育成領域 能力 手立て 効果 

4 点満点 

理科 ①基礎知識 基礎知識 発生の過程の動画を視聴することと、プリントにより

発生の過程を確認することを同一時間で行うことで、

発生の過程に関する基礎知識の定着を図る。 

3.8 

 

 

批判的思考力 創造的思考力 協働的思考力

Ｓ 14% 0% 4%
Ａ 55% 17% 48%
Ｂ 31% 70% 43%
Ｃ 1% 12% 5%



18 

 

公民 ④人間力 積極性 時事的話題等を協議しながら、自由及び権利の意義に

ついて考察する。 

3.7 

理科 ③探究力 論理的思考力 図の描き方や公式活用法を再現することや、前時まで

に学んだ基礎知識の活用を試みること、という意識を

持って本時の授業に臨む。 

3.7 

家庭

科 

③探究力 課題解決能力 グループ学習・作業によって他者を観察しながら作業

を進めることで、自己の課題を意識させる。また、互い

に教え合える雰囲気の中で相互理解できるようにす

る。 

3.5 

数学 ③探究力 論理的思考力 グループ学習によって互いの理解度を確認するととも

に、自分の考えを相手に伝えることを通して相互の理

解度を高める。 

3.5 

国語 ③探究力 総合的表現力 小論文の表現活動において、学び合いの集団を形成し、

読み手を意識したより良く伝わる表現への意識を高め

るために、学習者相互の添削を行う。 

3.5 

 

 ２．授業改善の検証と考察 ―分析方法（２）について 

分析方法（２）：各教科から出てきたＰａｒｔ②到達度をテキスト分析することで、各能力、スキ 

ルのルーブリックを教科を横断して作成する。 

   授業開発アンケートの到達度についてまとめた表（表２）を以下に示す。 

基礎知識 数学 基本公式が使えるようになったか 

数学 答案返却後、間違ってところをやり直すことで理解につながりましたか 

理科 この方法で理解が不十分な基礎知識は明確にできましたか 

理科 発生の過程と特徴を視覚的にとらえ順序だてて考えることができる 

言語スキル 理科 物体の運動について言葉で表すことができたか 

国語 文章内容を分かりやすく要約し、他者に説明できた。 

国語 必要な文字数で必要な語を用いて記述できたか。 

数量スキル 数学 課題に真剣に取り組み、弱点補強に努めることができたか。 

情報処理スキル 数学 未解決問題について、上手く処理できるようになる。 

数学 解法のポイントを確認し合うことで、ポイントを理解することができたか。 

英語 本文の内容に関する英問に英答することができる。 

課題解決能力 国語 ペア活動によって、他者の考えを参照することで課題を解決できたか 

家庭科 グループでの教え合いや観察によって、作業に見通しを持ち、正確な作業につなげるこ

とができたか。 

総合的表現力 英語 自分たちで内容を調べ、その内容を英語で表現する 

国語 小論文記述の学習において、読み手を意識して表現することができる 

課題発見能力 地歴 地理の授業を通して、現代の環境問題を考察できたか 
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論理的思考力 

国語 

 

文章の構成、展開、要旨を的確にとらえ、その論理性を評価（理解）することができま

したか。 

地歴公民 史料を基に、御成敗式目の内容と意義を理解できましたか。 

数学 グループ学習によって自分の考えを論理的に相手に伝えることができたか 

数学 解説をしたり、生徒の解説を積極的に聞いたりすることが、理解につながったか。 

理科 これまで登って来た階段を振り返りながら次の一段を登る、という自覚を持てたか。 

理科 物理現象に対してどのように考えていくのか順序だてて思考することができる。 

体育 課題研究を通し、自己の健康課題に気づくことができる 

英語 相手の意見をよく聴いた上で、自分の意見を論理的に相手に伝えることが出来る。 

積極性 地歴公民 知る権利と情報公開の必要性について理解できたか。 

協働的思考力 体育 リーダーを中心に、グループの課題がどのような技能なのか気づくことができた。 

体育 ボールをキープするための方法や必要な技能に気付くことができましたか。 

 

今年度から始めた取組であるので、データ数が不十分のためテキスト分析ソフト（KHCoder）を用いた

分析まで至らなかったが、今後の方向性を示すためにもデータ数が多かった①基礎知識と③探究力の論

理的思考力について本校の定義を以下に表す。 

①基礎知識に関して 

・基本公式が使えるようになったか。 

・答案返却後、間違ってところをやり直すことで理解につながったか。 

・この方法で理解が不十分な基礎知識は明確にできたか。 

・発生の過程と特徴を視覚的にとらえ順序だてて考えることができたか。 

これらより基礎知識があるとは『公式を使うことができ、理解不十分な知識を明確して、やり直しを理解

につなげることで順序だてて考えられること』となる。 

 

③探究力：論理的思考力 

・文章の構成、展開、要旨を的確にとらえ、その論理性を評価（理解）することができましたか。 

・史料を基に、御成敗式目の内容と意義を理解できましたか。 

・グループ学習によって自分の考えを論理的に相手に伝えることができたか 

・解説をしたり、生徒の解説を積極的に聞いたりすることが、理解につながったか。 

・これまで登って来た階段を振り返りながら次の一段を登る、という自覚を持てたか。 

・物理現象に対してどのように考えていくのか順序だてて思考することができたか。 

・課題研究を通し、自己の健康課題に気づくことができたか。 

・相手の意見をよく聴いた上で、自分の意見を論理的に相手に伝えることができたか。 

これらより探究力の論理的思考力があるとは『文章や史料から構成、内容を的確にとらえ、その論理性を

理解することができること。また、自分の考えを論理的に相手に伝えることができ、生徒の説明を理解す

ることができること。ある事象について順序立てて思考することができること』となる。 

次年度以降も全教科・科目にて各能力の到達度に関するデータを収集することで、ルーブリックを作成

していく。 
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３－２．未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力を育成する課題研究プログラムの開発 

 

３－２－１．現状の分析・仮説 

 １．現状の分析 

  理数科で行ってきたＳＳ総合コミュニケーション（課題研究）では、生徒の授業満足度を向上させる

とともに「研究分野の専門性を高めることができた」や「研究成果をまとめ、発表する力を高めること

ができた」など思考力・判断力・表現力に関わる項目に対して「できた」と回答した生徒が、８３％～

９０％にのぼる結果となった。また、本校教職員の意識調査でも「課題研究を通して生徒たちの探究心

の向上を実感している」が８４％となった。しかし、課題研究では研究テーマを設定する導入部分にお

いて、実施計画以上に時間がかかったことにより、研究にかける時間が削減され十分な研究活動が実施

できなかったとの意見があった。そこで、課題研究について、テーマ設定から研究活動、そして発表ま

での流れを整理したマニュアルが必要であると考えた。また、課題研究実施状況をＳＳＨ推進委員会で

分析したところ、創造的な研究成果が少ないことが挙げられた。そこで今後は、主体的に課題を見つけ

解決していく課題研究プログラムの更なる充実や、研究を深めていくために、大学や企業そして地域と

の連携の強化を図り、その成果を地域や世界に発信していくことができる新しい理数ネットワークを

整備していく必要があるとも考えた。 

 ２．研究開発の仮説 

理数科では、学校設定科目「ＳＳ理数探究」を中心とした課題研究と、「企業・研究所研修」等の体

験型プログラムを通して、高校と大学・企業等との連携を深化させ、専門性を深めた研究活動を実施

し、思考力・判断力・表現力を向上させることができる。また、課題研究の単位数を倍増することで、

研究成果の発表までのプロセスを深めることができ、専門性の高い課題研究プログラムを開発してい

くことができる。 

  普通科では、実験を中心として理科４分野を学ぶ学校設定科目「ＳＳ科学探究基礎」と、理数科での

課題研究プログラムを普通科でも実施可能なプログラムに改編し、課題研究活動を行う「ＳＳ科学探究

Ⅰ」「ＳＳ科学探究Ⅱ」を開設した。これにより科目を横断した基礎知識やスキルを身に付けるととも

に、生徒数名からなるグループ研究を通して主体的・協働的に課題研究を行わせ、思考力・判断力・表

現力を向上させることができる。また、オリジナルの課題研究マニュアルを作成することで、全生徒に

対して質の高い課題研究プログラムを実施していくことで、汎用性の高い課題研究プログラムを開発

することができる。 

 

３－２－２．スペシャリストを育成する専門的な課題研究プログラム（理数科）研究内容 

１．専門性の高い課題研究プログラム概要 

高度な研究をリードするスペシャリストを育成することを目的として、大学や企業の指導・助言を得

ることができる環境を整備して、研究活動の柱を「ＳＳ理数探究」とし、研究活動を充実させる。学校

設定科目「ＳＳ化学基礎」「ＳＳ生物基礎」「ＳＳ物理基礎」では、実験・観察の技能や考察力の育成

に加え、第１期で実施した学校設定科目の成果でもある、「日常の科学現象との結びつけ」を授業の中

に取り入れ、生徒自身が自ら課題研究のテーマ設定や実験計画作成を行う力を養う。２年次では、理数

科サイエンスリサーチ(東京・筑波研修)やアドバンスリサーチゼミ(福岡教育大学講座受講)など、プロ
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フェッショナルを肌で感じる体験型プログラムを行うことで、研究成果と社会とのつながりを生徒た

ちに意識させる。また、実践的英語コミュニケーション能力の向上に係る授業開発も行うことでグロー

バル人材の育成に資する表現力の向上も狙う。３年次では「ＳＳ科学英語」により、研究論文の英訳だ

けでなく、海外での論文発表を見据え、英語によるプレゼンテーションも積極的に取り入れる。 

２．専門性の高い課題研究３年間の流れ 

 学校設定科目 課題研究（学校設定科目） 体験型プログラム 

１年生 ○ＳＳ化学基礎 

○ＳＳ生物基礎 

●ＳＳ理数探究Ⅰ 

 

◎理数科ＳＳＨ講演会 

◎理数科サマーセミナー 

（企業・研究所研修） 

２年生 ○ＳＳ物理基礎 ●ＳＳ理数探究Ⅱ 

※平成３０年度実施である

が今年度先行実施 

◎理数科サイエンスリサー

チ（東京・筑波研修） 

◎アドバンスリサーチゼミ 

（福岡教育大学研究室体験） 

３年生 ○ＳＳ科学英語 ●ＳＳ理数探究Ⅲ ◎鞍手高校成果発表会 

◎理数科グローバルリサー

チ（海外研修） 

 

３－２－３．スペシャリストを育成する専門的な課題研究プログラム（理数科）実施方法 

１．○ＳＳ化学基礎・ＳＳ生物基礎・ＳＳ物理基礎（２単位～８単位）【理数科１年生・２年生】 

（１）担当者 ＳＳ化学基礎：丸山亜希子（理科・化学） 

        ＳＳ生物基礎：幤憲治（理科・生物） 

        ＳＳ物理基礎：草野知一郎（理科・物理） 

（２）内容  

ＳＳ科目では、生徒が「観る」活動と「語る」活動を重視した授業を展開する。実験・観察を授業の

柱とし、生徒が自分の考えを発表する場面を積極的に設定するとともに、グループディスカッションや

ディベートを取り入れた授業を行う。また、「日常生活の科学現象」を取り上げて、理科の知識を基に

身の回りの科学現象を考える力を育成する。 

２．●ＳＳ理数探究Ⅰ（１単位）【理数科１年生】 

（１）担当者 長野裕二（数学）藤本直樹（理科・化学）幤憲治（理科・生物）高倉維（理科・物理） 

（２）実施内容 

４月～７月 基礎実験・演習講座（数学・生物・化学・物理） 

６月 ◎体験型プログラム 理数科ＳＳＨ講演会『課題研究とは』 

 福岡教育大学 理科教育講座 伊藤克二 教授 

７月～９月 基礎実験・演習講座（数学・生物・化学・物理） 

１０月 研究テーマ探究① ※論文検索フォルダを用いて 

１０月 ◎体験型プログラム 理数科ＳＳＨ講演会『課題研究でのテーマ設定について』 

 福岡教育大学 理科教育講座 伊藤克二 教授 

１１月 研究テーマ探究② ※研究論文ディスカッション 
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１１月 ◎体験型プログラム 理数科ＳＳＨ講演会『課題研究の進め方』 

 広島大学 大学院生物圏科学研究科 西堀正英 准教授 

１２月 研究班別活動 研究テーマプレゼン 

 

１月 ◎体験型プログラム 理数科ＳＳＨ講演会『課題研究の考察と評価について』 

 福岡教育大学 理科教育講座 伊藤克二 教授 

１月～２月 研究班別活動 

２月 理数科課題研究発表会 

 １学期は基礎実験を中心に行い、２学期は研究テーマ検索とグループ別の論文ディスカッションを通

して研究テーマを吟味していく。また、各学期ごと理数科ＳＳＨ講演会を通して課題研究に対する理解

を深め３学期からは研究班別活動を行っていく。研究テーマ探究活動時に本校の過去の論文データをま

とめた共有フォルダを設置し、それをもとに研究テーマのプレゼンテーションを行っていく論文ディス

カッションを行う。いずれは、本校以外の論文データもまとめた高校生論文検索サイトを作成し、論文デ

ィスカッションの質を高めていきたい。 

（３）活動の様子 

理数科ＳＳＨ講演会            論文ディスカッションの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業評価 

この授業について以下の問いに当てはまるものを選びなさい。 

 Ａあてはまる Ｂややあてはまる Ｃややあてはまらない Ｄあてはまらない 

①科学への興味関心が向上した。

（興味関心の向上） 
５８％ ４２％ ０％ ０％ 

②大学への進学意欲が向上した。

（進路意識の向上） 
４０％ ４５％ １５％ ０％ 

③自身の将来を考える良い機会

となった。（職業観の明確化） 
２０％ ４５％ ３５％ ０％ 

④学習への意欲が向上した。 

（学ぶ意欲の向上） 
４３％ ５０％ ５％ ２％ 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたか

どうか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ４３％ ５３％ ４％ ０％ 

②幅広い基礎力 ３０％ ５０％ ２０％ ０％ 
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③探究力 ４０％ ３５％ ２５％ ０％ 

④人間力 ４０％ ４５％ １３％ ２％ 

⑤批判的思考力 ２８％ ５８％ １３％ ３％ 

⑥創造的思考力 ８％ ６０％ ２５％ ８％ 

⑦協働的思考力 ３５％ ５５％ １０％ ０％ 

  『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

１５％ １６％ １４％ ２０％ １１％ ５％ １９％ 

 

３．◎体験型プログラム『理数科サマーセミナー（企業・研究所研修）』【理数科１年生】 

 （１）目的 

  大学で実際の実験や講義を体験することで、自然科学に関する幅広い知識と考え方を身につけ、科

学的思考力、判断力や問題解決能力を養う。また、大学で学んだ実験や講義の内容を発展させた研究所

や企業に訪問することで、学習と職業とのつながりを認識し、キャリア教育の充実をはかる。今年度は

1 日目にセラミック（陶磁器）の成形に関する講義・実験を受講し、2 日目に企業で金属加工とセラミ

ックの作成を実際に体験する。  

 （２）研修先 

  ８月１日（火）・近畿大学 産業理工学部         飯塚市柏の森１１－６     

８月２日（水）・北九州イノベーションギャラリー 北九州市八幡東区東田２－２－１１ 

・ＴＯＴＯ（株）小倉第一工場      北九州市小倉北区中島２－１－１ 

 （３）担当者 長野裕二（数学）幤憲治（理科・生物）丸山亜希子（理科・化学） 

 （４）実施内容 

 【１日目】８月１日（火） 

時間 研修場所 研修内容 

１０：１５ 

１１：００～１１：３０ 

１１：３０～１２：３０ 

 

 

 

 

 

１２：３０～１３：２０ 

１３：００～１４：０５ 

 

 

１４：１５～１５：０５ 

 

鞍手高校 出発（貸切バス） 

３号館 工作工房 

 

 

 

 

 

 

昼食 

２号館 ２１３７教室 

 

 

 

 

 

全体説明 

『デザイン分野の講義および見学』 

（建築デザイン学科教授 松本 誠一先生） 

○量産型セラミック成形方法 

 ①廃泥鋳込み成形法（ＴＯＴＯでの製法） 

 ②ローラーマシン成形法 

 ③デザインの進め方 

大学内の食堂で昼食 

『無機材料実験 [前半]～水を浄化する多孔

質セラミック～』 

（生物環境化学科准教授 岡 伸人先生） 

『公害防止管理者資格について』 

（生物環境化学科教授 菅野 憲一先生） 
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１５：１５～１６：０５  

 

『無機材料実験② [後半] 』 

（生物環境化学科准教授 岡 伸人先生） 

  【２日目】８月２日（水） 

時間 研修場所 研修内容 

８：３０ 

９：３０～１２：００ 

 

１２：００～１３：１５ 

１４：００～１５：３０ 

１６：２０ 

鞍手高校 出発 

北九州 

イノベーションギャラリー 

移動(昼食) 

ＴＯＴＯ第一工場内見学 

鞍手高校到着 

 

１ 工房棟での金属加工体験 

２ 企画展観覧、映像視聴 

館内およびフリースペースで昼食 

１ 衛陶工場見学(60 分)  

２ 会社概要説明(30 分) 

事前学習としてＳＳ化学基礎、ＳＳ理数探究Ⅰの授業にてセラミックに関する基礎学習を行い、研修１

日目に近畿大学産業理工学部にてセラミックに関するより高度な授業、実験実習を受講する。研修２日

目は実際に学んだ知識や技術をいかに活用してセラミック製品を作っているのか、ＴＯＴＯ第一工場に

て研修を行った。 

（５）事業評価 

  生徒の感想 

多孔質セラミックの吸水性を実際に自分たちで実験して、条件の違いから分かる良し悪しが、例え

小さなことでも、凄く大きなことに感じて、実験の楽しさと、実験の対象を観察する力が以前よりも養

われたと思う。 

大学での講義と企業研修の内容がつながっており、科学技術への興味関心が湧いた。 

近畿大学の実験で、炭を混ぜたり、熱する時間を少し変えるだけで実験結果が大きく異なることを

知り、少しではあるが、科学的に思考することができるようになれた。 

この研修について以下の問いに当てはまるものを選びなさい。 

 Ａあてはまる Ｂややあてはまる Ｃややあてはまらない Ｄあてはまらない 

①科学への興味関心が向上した。

（興味関心の向上） 
６５％ ３２％ ３％ ０％ 

②大学への進学意欲が向上した。

（進路意識の向上） 
５４％ ３８％ ８％ ０％ 

③自身の将来を考える良い機会

となった。（職業観の明確化） 
４３％ ４６％ ８％ ３％ 

④学習への意欲が向上した。 

（学ぶ意欲の向上） 
４１％ ４６％ １１％ ３％ 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたか

どうか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ４９％ ５１％ ０％ ０％ 

②幅広い基礎力 ３８％ ５４％ ５％ ３％ 

③探究力 ３２％ ５９％ ８％ ０％ 

④人間力 ７０％ ２２％ ８％ ０％ 

⑤批判的思考力 ３０％ ５７％ １１％ ３％ 
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⑥創造的思考力 ２２％ ５７％ １３％ ８％ 

⑦協働的思考力 ５４％ ２７％ １６％ ３％ 

  『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

１８％ ９％ １２％ ２３％ ４％ １２％ ２２％ 

（６）活動の様子 

近畿大学産業理工学部での実験             企業研修の様子 

 

４．●ＳＳ理数探究Ⅱ（１単位）【理数科２年生】 

（１）担当者 坂口守人（数学）草野知一郎（理科・物理）高倉維（理科・物理）藤本直樹（理科・化

学）丸山亜希子（理科・化学）幤憲治（理科・生物）村上滋（理科・生物） 

（２）実施内容 

４月 研究テーマ決め（数学１班・物理２班・化学２班・生物３班） 

５月～７月 研究活動① 

８月 ◎体験型プログラム『理数科サイエンスリサーチ（東京・筑波研修）』 

９月～１２月 研究活動② 

１２月 ◎体験型プログラム『アドバンスリサーチゼミ（福岡教育大学研究室研修）』 

１月～２月 研究活動③ 

２月 理数科課題研究発表会 

２月～３月 論文のまとめ 

 今年度は数学１班、物理２班、化学２班、生物３班に分かれて研究活動を実施した。研究テーマ以下の

通りである。 

 ①じゃんけんの研究とその考察（数学） 

 ②モンキー・ハンティング（物理①） 

 ③音の研究～不快音について～（物理②） 

 ④酸化アルミニウムを用いた人工宝石の合成（化学①） 

 ⑤蛍光物質の構造と発光波長に関する研究（化学②） 

 ⑥種子の発芽条件に関する研究（生物①） 

 ⑦イシクラゲの窒素固定について（生物②） 

 ⑧髪王～髪が受けるダメージに関する研究～（生物③） 

２月８日（木）に実施された理数科課題研究発表会にて最優秀賞は物理②の「音の研究～不快音につい

て～」、優秀賞は化学①「酸化アルミニウムを用いた人工宝石の合成」が選ばれた。この２つの研究は６
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月に行われる鞍手高校成果発表会にて理数科の代表として発表を行い、最優秀賞の研究は同じく６月に

行われる福岡県理数科課題研究発表会で本校代表として発表を行う。 

（３）授業評価 

この授業について以下の問いに当てはまるものを選びなさい。 

 Ａあてはまる Ｂややあてはまる Ｃややあてはまらない Ｄあてはまらない 

①科学への興味関心が向上した。

（興味関心の向上） 
７３％ ２１％ ０％ ６％ 

②大学への進学意欲が向上した。

（進路意識の向上） 
６１％ ２４％ ９％ ６％ 

③自身の将来を考える良い機会

となった。（職業観の明確化） 
３６％ ４５％ ９％ ９％ 

④学習への意欲が向上した。 

（学ぶ意欲の向上） 
６１％ ３０％ ０％ ９％ 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたか

どうか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ７８％ １８％ ６％ ６％ 

②幅広い基礎力 ５２％ ３９％ ３％ ６％ 

③探究力 ５５％ ３９％ ０％ ６％ 

④人間力 ５５％ ３６％ ０％ ９％ 

⑤批判的思考力 ５５％ ３３％ ６％ ６％ 

⑥創造的思考力 ３０％ ４５％ １５％ ９％ 

⑦協働的思考力 ７９％ １５％ ０％ ６％ 

  『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

１６％ １１％ １４％ １１％ １３％ ３％ ３３％ 

（４）活動の様子 

研究活動 

 

 

 

 

 

 

理数科課題発表会 
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５．◎体験型プログラム『理数科サイエンスリサーチ（東京・筑波研修）』【理数科２年生】 

（１）目的 

  本校ではこれまで、サマーセミナーやアドバンスリサーチゼミにおいて、大学や企業を訪問し、基本

的な実験スキルの習得や身近な産業に触れる体験的な研修を行ってきた。近年、情報化と科学技術の急

速な発展が進むなかで、科学的思考力・判断力・表現力を持つ人材の育成が必要不可欠となっている。

最先端技術に触れることで、生徒の知的好奇心および科学的探究心、高い志を育てることを狙いとす

る。また、将来の日本を担う科学者としての知識・技術・倫理観をバランスよく伸張させるとともに、

技術の発展と環境保護の両面から現代及び未来に関わる諸問題に主体的に取り組む姿勢を培う機会と

する 

（２）研修先 

 高エネルギー加速器研究機構       茨城県つくば市大穂 1-1 

サイバーダインスタジオ         茨城県つくば市研究学園 C50-1 

農研機構                茨城県つくば市観音台 3-1-1 

国土地理院地図と測量の科学館      茨城県つくば市北郷 1 番  

土木研究所               茨城県つくば市南原１番 6  

物質・材料研究機構           茨城県つくば市千現 1-2-1 

JAXA 筑波宇宙センター      茨城県つくば市１千現２-１-１ 

(独)産業技術総合研究所地質標本館  茨城県つくば市東 1-1-1 

(独)産業技術総合研究所サイエンススクエア 茨城県つくば市東 1-1-1 

日本科学未来館          東京都江東区青海２丁目３−６ 

（３）担当者 坂口守人（数学）平田舞（理科・生物）高嶋美里（国語） 

 （４）実施内容 

  平成２９年７月３１日（月）～８月３日（木）３泊４日 

月日（曜） 時刻 研修場所 

７／３１ 

（月） 

７：３０  

８：３０ 

１１：４０ 

学校出発 

福岡空港着 

羽田空港着(貸切バスでの移動となります) 

１４：００～１６：００ 

１６：３０～１８：００ 

高エネルギー加速器研究機構 

サイバーダインスタジオ 

１８：１５ 宿舎着 (オークラフロンティアホテルつくば) 

８／１ 

（火） 

８：３０ 宿舎発 

９：００～１１：３０ 農研機構 

１３：１５～１４：４５ 国土地理院 地図と測量の科学館 

１５：００～１６：００ 土木研究所 

１６：００ 宿舎着 (オークラフロンティアホテルつくば) 

８／２ 

（水） 

８：５０ 宿舎発 

９：００～１１：３０ 物質・材料研究機構 

１２：３０～１４：４５ JAXA つくば宇宙センター 
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１５：００～１６：４５ (独)産業技術総合研究所 

地質標本館・サイエンススクウェア 

１８：２０ 宿舎着 (赤坂会館) 

８／３ 

（木） 

 ８：３０ 宿舎発 

１０：００～１３：００ 日本科学未来館 

１５：３０ 羽田空港着 

１９：０５ 福岡空港着 

２０：３０ 学校着 

（５）事業評価 

生徒の感想 

自分が将来進んでいきたい分野を少し理解することができ、将来のビジョンをある程度固めること

ができた。研修中に訪れた研究所の話を聞くにつれて、理解が深まっていくことが実感できた。 

訪れた分野に対してすべて興味があったわけではないが、実際に体験し学ぶことで、研究が私たち

の生活にどれだけ役立ち、造る側の熱意がどれだけこもっているのかを知り、感銘を受けた。確かに研

究職は成果出さなければならないが、その先にあるやりがいを知り、とても興味が湧いた。 

１つ研修先で聞いた話や技術が別の研修先でも話され、使われていることがとても多く、技術の向

上や学問の理解はもちろん、人とのつながりが科学には必要不可欠であると感じました。 

現代社会で様々な形の科学が活用させていることを知り、今高校で学んでいる基礎知識とそれを応

用する基礎力を身に付けて、大学進学し更に発展させていけるようにしてきたい。 

この研修について以下の問いに当てはまるものを選びなさい。 

 Ａあてはまる Ｂややあてはまる Ｃややあてはまらない Ｄあてはまらない 

①科学への興味関心が向上した。

（興味関心の向上） 

８６％ １４％ ０％ ０％ 

②大学への進学意欲が向上した。

（進路意識の向上） 

６７％ ３１％ ３％ ０％ 

③自身の将来を考える良い機会

となった。（職業観の明確化） 

７５％ ２２％ ３％ ０％ 

④学習への意欲が向上した。 

（学ぶ意欲の向上） 

５０％ ４２％ ８％ ０％ 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたか

どうか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ５０％ ４２％ ６％ ３％ 

②幅広い基礎力 ２８％ ５０％ １７％ ６％ 

③探究力 ３１％ ５８％ １１％ ０％ 

④人間力 ８１％ １７％ ３％ ０％ 

⑤批判的思考力 ３１％ ５６％ １４％ ０％ 

⑥創造的思考力 ２５％ ５３％ １９％ ３％ 

⑦協働的思考力 ６４％ ２８％ ６％ ３％ 
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  『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

１８％ ７％ ８％ ２９％ １１％ １％ ２５％ 

（６）活動の様子 

高エネルギー加速器研究機構研修          サイバーダインスタジオ研修 

 

農研機構研修          国土地理院研修       土木研究所研修 

 

６．◎体験型プログラム『アドバンスリサーチゼミ（福岡教育大学研究室研修）』 

【普通科・理数科全学年】 

 （１）目的 

本校では理数科を中心に主体的に学ぶ授業の一環として『課題研究』を実施してきた。現在では、普

通科の生徒に対しても『課題研究』が教育カリキュラムに含まれ、全校体制で実施をしている。大学進

学後にも卒論や修論にて、自分で設定した研究テーマに基づき研究活動を行い発表をする授業を必修

にする大学が多く、また就職後も研究活動に従事する理系学生は少なくない。1 日大学生とともに研究

室体験を通して、今後ますます必要となる『課題研究』の授業をさらに意欲的に取り組んでいくための

資質を養わせる。 

 （２）研修先 福岡教育大学 教育学部 理科教育講座 伊藤克二 教授 研究室 

        福岡教育大学 教育学部 理科教育講座 長澤五十六 教授 研究室 

 （３）担当者 高倉維（理科・物理）中村直美（実習助手） 

 （４）研修対象：１年理数科（１名）１年普通科（３名）２年理数科（４名）２年普通科（２名） 

 （５）実施内容 

  福岡教育大学の理科教育講座の研究室に１日配属していただき、大学生とともに大学の授業、研究

活動、卒業論文のゼミに参加させていただいた。ゼミでは高校生にも発言する機会を与えてもらい、本

校で実施している課題研究が大学で同様に発展させていくのかを体感する良い機会となった。 
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（６）事業評価 

この研修について以下の問いに当てはまるものを選びなさい。 

 Ａあてはまる Ｂややあてはまる Ｃややあてはまらない Ｄあてはまらない 

①科学への興味関心が向上した。

（興味関心の向上） 

６３％ ２５％ １３％ ０％ 

②大学への進学意欲が向上した。

（進路意識の向上） 

６３％ ３８％ ０％ ０％ 

③自身の将来を考える良い機会

となった。（職業観の明確化） 

１００％ ０％ ０％ ０％ 

④学習への意欲が向上した。 

（学ぶ意欲の向上） 

５０％ ５０％ ０％ ０％ 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたかど

うか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ３８％ ３８％ １３％ １３％ 

②幅広い基礎力 ３８％ ５０％ ０％ １３％ 

③探究力 ５０％ ３８％ ０％ １３％ 

④人間力 ６３％ ３８％ ０％ ０％ 

⑤批判的思考力 ２５％ ７５％ ０％ ０％ 

⑥創造的思考力 １３％ ６３％ １３％ １３％ 

⑦協働的思考力 ７５％ １３％ ０％ １３％ 

 『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

０％ １３％ １３％ ３１％ １３％ １９％ １３％ 

（７）活動の様子 

   研究室ゼミ体験①       研究室ゼミ体験②         研究活動① 

研究活動②         大学授業体験         大学生からの授業 
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３－２－４．汎用性の高い課題研究プログラム（普通科）研究内容 

１．専門性の高い課題研究プログラム概要 

普通科では学校設定教科として『ＴＺ探究』を設置し、その学校設定科目として１年生で『SS 科学

探究基礎（２単位）』、２年生で『SS 科学探究Ⅰ（１単位）』、３年生で『SS 科学探究Ⅱ（１単位）』

を開設している。さらに授業に加えて体験型プログラムとしてＳＳＨ講演会（１学年）、普通科サイエ

ンスリサーチ（２学年）、鞍手高校成果発表会（３年生）を実施する。 

第１学年では、学校設定科目「ＳＳ科学探究基礎」で理科４分野の基礎知識と、実験・観察を中心と

した授業の中で、実験技能を習得させる。また１年次に実施する課題研究では、地域の資源・エネルギ

ーに関する課題等を調査することで研究テーマを設定し、その後は課題解決に向けてグループでディ

スカッションを繰り返しながら主体的・協働的に分析し考察させる。第２学年では、１年次の研究内容

を踏まえて、研究テーマと社会とのつながりを意識しながら、実験・検証を中心に研究活動を行う。大

学や企業からの指導・助言を受けるため、ＳＳＨ講演会の設定や、遠隔授業システムを活用した高大連

携など積極的に行う。また、課題研究を進める上での基礎科目として設定している「ＳＳ科学探究基

礎」では、課題研究の基礎力育成のための、４分野の実験・観察活動をまとめた「課題研究基礎指導書」

と、課題研究の流れをまとめ、本校で課題研究に携わってきた職員の指導法を反映した「課題研究マニ

ュアル」を作成する。また、地域の理数教育の振興や探究活動の推進のために、「課題研究基礎指導書」

と「課題研究マニュアル」は積極的に外部に公開する。 

 

２．汎用性の高い課題研究３年間の流れ 

 学校設定科目 課題研究（学校設定科目） 体験型プログラム 

１年生 ○ＳＳ科学探究基礎 ●課題研究基礎 

※現代社会探究にて実施 

◎ＳＳＨ講演会 

２年生  ●ＳＳ科学探究Ⅰ 

※平成３０年度実施である

が今年度先行実施 

◎普通科サイエンスリサー

チ（企業・研究所研修） 

※平成３０年度実施である

が今年度先行実施 

３年生  ●ＳＳ科学探究Ⅱ ◎鞍手高校成果発表会 

 

３－２－５．汎用性の高い課題研究プログラム（普通科）実施方法 

１．○ＳＳ科学探究基礎（２単位）【普通科１年生】 

（１）担当者 藤本直樹（理科・化学）平田舞（理科・生物）外矢梢（理科・化学） 

（２）年間指導計画 

学期 単元・教材名 学習指導の目標及び内容 指導上の留意事項 

 

 

 

 

 

第４章  

地球と宇宙の

科学 

 

第１節 身近な自然景観と自然災害 

 気象現象、火山活動、地震活動 

 災害と防災 

 

 

地球の構成元素や雲の形成では化学分

野、大気圧や大気の循環のしくみについ

ては物理分野との関連性に応じて、適宜

内容の先取りをしながら科目横断的な

授業を行う。 



32 

 

 

１ 

学 

期 

【実験】気象現象と水の三態変化 演示実験等で観察・考察について発表や

報告書を作成させる。 

発展① 物質量と量的関係 

 

すべての分野において量的関係を理解

するために必要な技能を身につけさせ

る。 

第３章  

熱や光の科学 

第１節 熱の性質とその利用 

 エネルギーの移り変わり 

 温度と熱運動、熱の仕事への変換 

 

【実験】エネルギーの変換 

力学的エネルギー、化学エネルギー、熱

エネルギーの変換に関連して、各エネル

ギーの数式表現ができるようにする。 

 

演示実験等で観察・考察について発表や

報告書を作成させる。 

 

 

 

 

 

 

２ 

学 

期 

第２章  

生命の科学 

 

第１節 生物と光 

 光合成、植物の生育 

 ヒトの視覚と光、 光に対する動

物の行動 

 

【実験】光合成色素の分離 

光合成と植物の成長の関係をグラフか

ら読み取り、光中断の影響を説明できる

ようにする。 

人の目の構造と動物の光に対する反応

を理解させる。 

演示実験等で観察・考察について発表や

報告書を作成させる 

第１章  

物質の科学 

第１節 材料とその性質 

 プラスチックの特徴、成り立ち 

 金属の種類、精錬とさび 

 

【実験】化学結合と結晶格子 

原子の構造や結合のしくみを理解させ、

結合の特徴から性質を理解できるよう

にする。 

 物質の性質が身近なものへどのよう

に利用されているかを理解する。 

演示実験等で観察・考察について発表や

報告書を作成させる 

発展② 有効数字と実験誤差 有効数字の考え方を理解させる。 

 

３ 

学 

期 

探究活動 さまざまな現象の科学 

（物理分野） 化石燃料と熱量 

（化学分野） 霧と飽和蒸気圧 

（地学分野） 石灰石と酸性雨 

（生物分野） デンプンの分解と呼

気 

演示実験等で観察・考察について発表や

報告書を作成させる 

 

（３）ＳＳ科学探究基礎テキストの作成 

 本授業の実施にあたり、４領域の知識を組み合わせながら授業進めていくオリジナルテキスト（図１）

を作成した。 
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図１ 

 

２．●課題研究基礎（１単位）【普通科１年生】※「現代社会探究」にて実施 

（１）担当者 鈴木敬輔（英語）幸田和洋（地歴公民）沖豊（数学） 

（２）実施内容 

４月～６月 研究班分け、研究テーマ決め 

７月 研究活動① 

９月～１０月 研究活動② 

１０月 ＳＳＨ講演会「資源・エネルギーについて」 

東北大学金属材料研究所 藤原 航三 教授 

１１月～１月 研究活動③ 

１月 研究班別課題研究発表会 

２月 現代社会探究学年発表会 

 現代社会探究では「資源・エネルギー問題研究班」「労働問題研究班」「人口問題研究班」「地域活性

化班」の４班に分かれて研究活動を行っており、ＳＳＨでは「資源・エネルギー問題研究班」を担当して

いる。対象は普通科（人間文科コースも含む）５０名で、班数は１０班である。今年度の研究テーマは以

下の通りである。 

 ①農業改革 【企業参入（大農園化・分業化）、オランダ式近郊農業（都市部に付加価値の高い商品作

物を供給）】 

 ②水素エネルギーの利用 

 ③炭鉱について （筑豊以外の地域の活性化例を見る） 

 ④再生可能エネルギーについて 
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 ⑤水の浄化ビジネスについて 

 ⑥排熱利用について（新日鉄住金主催 Mission E の取組を足掛かりに） 

 ⑦都市鉱山について 

 ⑧新電力について 

 ⑨各自治体のリサイクル事情について（自治体ごとのリサイクル回収しているものやリサイクル方法 

の違いについて） 

 ⑩微生物による水の浄化について 

 

（３）授業評価 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたかど

うか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ４８％ ４８％ ４％ ０％ 

②幅広い基礎力 ２２％ ６１％ １５％ ２％ 

③探究力 ２４％ ６１％ １５％ ０％ 

④人間力 ２０％ ５２％ ２６％ ２％ 

⑤批判的思考力 ２０％ ６５％ １５％ ０％ 

⑥創造的思考力 １３％ ３５％ ５０％ ２％ 

⑦協働的思考力 ５０％ ４１％ ７％ ２％ 

 『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

２５％ １５％ １３％ ３％ ５％ ５％ ３３％ 

 

（４）活動の様子 

ＳＳＨ講演会 藤原航三 教授             班別研究活動 

 

３．●SS 科学探究Ⅰ（１単位）【普通科２年生】 

（１）担当者 高倉維（理科・物理）草野知一郎（理科・物理）宇都宮博由（数学）河内和美（数学）平

田舞（理科・生物）吉永圭一郎（体育） 

（２）実施内容 

４月～ 課題研究講演会「理系課題研究とは」 

研究班分け、研究テーマの設定 

５月～７月 研究活動① 

９月～１１月 研究活動② 
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１１月 体験型プログラム①『普通科サイエンスリサーチ（企業・研究所訪問）』 

１１月～１月 研究活動③ 

１２月 体験型プログラム②『アドバンスリサーチゼミ（福岡教育大学研究室体験）』 

１月～２月 発表資料作成 

２月 課題研究発表会 

 

 第２学年普通科理系８４名を対象に実施した。生徒たちを物理①、物理②、生物、数学①、数学②（情

報）の５領域に分け、さらにその中で研究班に分かれて課題研究を実施した。今年度の研究テーマは以下

の通りである。 

 ①バントでホームランを打つ条件（物理①） 

 ②童話「おむすびころりん」のおむすびを穴に落とさない条件（物理①） 

 ③液状化現象の謎に迫る（物理①） 

 ④熱水と氷を用いたミニカーＦ１グランプリを通して想像する未来の廃熱利用社会（物理②） 

 ⑤微生物燃料電池について（生物） 

 ⑥プラナリアに関する研究（生物） 

 ⑦遺伝子について（生物） 

 ⑧トイレットペーパーの研究 ～回転数と長さを計算で求める～ （数学①） 

 ⑨モンティホール問題 ～ドアを変えたら勝率が上がる？？～ （数学①） 

 ⑩Scratch を用いたイライラ棒ゲームの開発（数学②） 

 ⑪中学生に向けた鞍手高等学校ホームページ作成（数学②） 

 平成３０年２月２７日（火）にて校内にて課題研究発表会を行い、選抜された班は次年度の６月に実施

される「鞍手高校成果発表会」にて普通科の代表として発表を行う。 

 

（３）授業評価 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたかど

うか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ５８％ ３６％ ７％ ０％ 

②幅広い基礎力 ３３％ ６２％ ５％ ０％ 

③探究力 ４８％ ４５％ ７％ ０％ 

④人間力 ４０％ ４５％ １４％ ０％ 

⑤批判的思考力 ３１％ ４８％ ２１％ ０％ 

⑥創造的思考力 ２９％ ５０％ １７％ ５％ 

⑦協働的思考力 ７９％ １９％ ２％ ０％ 

 『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

１７％ ７％ １７％ １２％ ８％ １０％ ３０％ 
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（４）活動の様子             

グループごとの研究活動の様子 

 

 

４．◎体験型プログラム①『普通科サイエンスリサーチ（企業・研究所研修）』【普通科２年生】 

（１）目 的 金属加工でものづくり実習を実施することで、幅広い基礎力や探究力を育成する。ま

た、博物館では「ものの見せ方」を実習テーマとし、課題研究発表会での資料作成前に

資料をどう見せることで伝わりやすいか考察した。 

（２）研 修 先 北九州イノベーションギャラリー  北九州市八幡東区東田２－２－１１ 

北九州市立いのちのたび博物館      北九州市八幡東区東田２丁目４−１ 

（３）対象生徒 ２年５組生徒４１名（男子２６名、女子１５名） 

２年６組生徒４２名(男子２７名、女子１５名) 

（４）担 当 者 ５組 河内和美（数学）草野知一郎（理科・物理）平田舞（理科・生物） 

６組 高倉維（理科・物理）吉永 圭一郎（体育）宇都宮博由（数学） 

（５）実施内容 平成２９年１１月７日（火） 

時間 内容 

１１：３０ 

１１：３０～１２：３０ 

 

１２：３０～１４：００ 

 

１４：００～１４：３０ 

１４：３０～１６：００ 

 

１６：００～１７：００ 

鞍手高校 出発（貸切バス） 

移動 

 

【５組】北九州イノベーションギャラリー 実習【金属ものづくり実習】 

【６組】いのちのたび博物館到着 実習【博物館プレゼン実習】 

移動 

【５組】いのちのたび博物館 実習【博物館プレゼン実習】 

【６組】北九州イノベーションギャラリー 実習【金属ものづくり実習】 

鞍手高校帰着 
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北九州イノベーションギャラリーでは金属加工の道具を最初に説明し、その後は生徒たちに計画を

立てさせてものづくりを行った。作成物は写真立てで、立てる角度や研磨による磨きなど時間内に各々

完成に向けて作成していた。いのちのたび博物館では事前に博物館学のプリント（図１）にて学習を行

い、博物館の役割や、展示学等の知識を得たうえで、「ものの見せ方」に関する考察を行った。生徒の

考察の例を以下に示す。（表１） 

図１：博物館学プリント 

表１：生徒考察例 

入口に入ってきた時に一目で全ての展示物が見えるように重ならず配置されている。フロアをぐる

ぐる回らずに一歩きで全て見れるような構造になっている。 

私たちが博物館ですべての展示物が目にとまるのは光の影響が一つの原因ではないかと思う。館内

の照明や、展示物付近の小さい照明を上手く利用して展示物だけを照らすようにして周りの空間より

も目に入りやすくすることで観覧者は、自然と展示物に目が行くのではないかと思う。 

最初に一番見せたいものをもってくることによって第一印象にインパクトを与えてこれから先の見

学するにおいて好奇心をそそらせていると感じた。また奥に行くにつれて床を高くして全体を見渡し

やすくすることで流れがわかりやすくなっていた。 

360°リアルに再現することで人の心を引き寄せるような展示になっていた。また、エンバイラマ館

では、音や映像、風などの仕掛けがたくさんあって視覚、聴覚、感覚すべての情報が私たちに多くのこ

とを教えてくれていることを感じた。 

博物館では学芸員の方にインタビューを行い、博物館側の仕掛けと生徒たちの考察一覧を用いて学校

に戻り事後学習を行った。 
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（６）事業評価 

本校ＳＳＨで育成したいと考える『たくましき７つ能力』に関して、これらの能力等が身に付いたかど

うか研修を終えて自己評価しなさい。 

 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない 

①基礎知識 ４５％ １５％ ０％ ３％ 

②幅広い基礎力 １５％ ７３％ ８％ ５％ 

③探究力 ２５％ ６８％ ８％ ０％ 

④人間力 ５０％ ４３％ ８％ ０％ 

⑤批判的思考力 ３３％ ５３％ １５％ ０％ 

⑥創造的思考力 ２５％ ５８％ １５％ ３％ 

⑦協働的思考力 ７３％ ２５％ ３％ ０％ 

 『たくましき７つの能力』に関して、特に向上したと思う力を２つ選びなさい。 

①基礎知識 ②幅広い基礎力 ③探究力 ④人間力 ⑤批判的思考力 ⑥創造的思考力 ⑦協働的思考力 

９％ ８％ １３％ １３％ １１％ １６％ ３１％ 

（８）活動の様子 

 

３－２－６．課題研究プログラムの検証と考察 

 １．スペシャリストを育成する専門性の高い課題研究プログラム（理数科）について 

 （１）本校における課題研究の位置づけについて     図１ 

    

研究開発①授業改善の

考察から分かるように、課

題研究では④人間力、⑤批

判的思考力、⑥創造的思考

力、⑦協働的思考力など授

業では取り入れにくい能

力の育成を担っていると

考える。（図１） 
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（２）課題研究プログラム（理数科）の検証と考察 

平成２９年度に実施した理数科での課題研究プログラムの授業・事業評価の結果から実際に課題

研究プログラムを通して育成している領域を分析した。下の表１は今年度実施した課題研究やそれ

に付随した体験型プログラム事業評価『授業や研修により身に付いた能力の自己評価』の結果であ

り、それをグラフ化したものを下記に示している。 

  ①基礎知識 ②幅広い 

基礎力 

③探究力 ④人間力 ⑤批判的 

思考力 

⑥創造的 

思考力 

⑦協働的 

思考力 

ＳＳ理数探究Ⅰ 15% 16% 14% 20% 11% 5% 19% 

ＳＳ理数探究Ⅱ 16% 11% 14% 11% 13% 3% 33% 

理数科サマーセミナー 18% 9% 12% 23% 4% 12% 22% 

理数科サイエンスリサーチ 18% 7% 8% 29% 11% 1% 25% 

アドバンスリサーチゼミ 0% 13% 13% 31% 13% 19% 13% 

  

結果から本校で実施している              グラフ１ 

理数科課題研究においては、④ 

人間力と⑦協働的思考力の数値 

は高いものの、⑥創造的思考力 

があまり育成できていない現状 

があることが分かった。また、 

グラフ１、２から⑦協働的思考 

力の数値が高いと⑥創造的思考 

力の数値が下がっており、逆に 

⑦協働的思考力が低いと⑥創造 

的思考力の数値が上がっている 

ことが分かる。 

  グラフ２は体験型プログラム               グラフ２ 

間の比較である。今年度より実 

施した『理数科サマーセミナー』 

と『アドバンスリサーチゼミ』 

では高校、大学、企業との連携 

を深化させており、より繋がる 

ことで研修の効果を向上させる 

ための事業である。またＳＳＨ 

第Ⅰ期より実施してきた『理数 

科サイエンスリサーチ』では研 

修先が最先端の科学技術施設で 

あることもあり、見学と講義の 



40 

 

聴講がどうしても中心となっている研修である。３つの体験型プログラムを比較すると、大学等との

連携を深化させた研修の方が⑥創造的思考力の数値が高いことが分かる。また『アドバンスリサーチ

ゼミ』については、グループで活動する場面が少なく生徒個人で思考し行動することが多いため⑦協

働的思考力に代わり、最も⑥創造的思考力が高くなったと考える。 

これらの結果から、課題研究においてはグループ形式で行うことで④人間力、⑦協働的思考力を向

上させていくことができるが、グループ学習を通して⑥創造的思考力を育成する（つまり研究活動を

さらに深化させる。）ためには年間を通して、個人で研究活動の考察を行う場面や、グループ内で各

自の考察を評価し合う場面等を積極的に取り入れる授業改善を行っていく必要があるといえる。 

 

 （３）次年度以降の実施について 

   前述の（２）分析と考察で挙げられた以下の３点について今後改善とその結果の分析を行う。 

   ①研究活動中に定期的に個人で思考する場面を取り入れること 

   ②研究活動中にグループ内で考察等を相互評価する場面を取り入れること 

   ③体験型プログラムにおいて連携先である大学や企業と高校との連携を強化すること 

 

   ①研究活動中に定期的に個人で思考する場面を取り入れる方法について 

   来年度から理数科課題研究『ＳＳ理数探究Ⅱ（２年生）』では課題研究テキストを作成し、研究活

動を記録しながら進めていく。その中で適宜実験結果からの考察を個人で記入するページを設けて、

それをもとにグループで協議しながら研究活動を行っていくことで、⑦協働的思考力を向上しなが

らも⑥創造的思考力を育成することができ、課題研究の専門性を高めることができると考える。 

   ②研究活動中にグループ内で考察等を相互評価

する場面を取り入れる方法について 

   今年度に先行実施した相互評価（図１）も課    

題研究テキストに取り入れ、定期的に実施する  

ことで、個人の考察活動を更に深めることがで 

きると考える。 

 

図１ 相互評価表と評価規準 
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③体験型プログラムにおいて連携先である大学や企業と高校との連携を強化する方法について 

   体験型プログラムは種類を増やすよりも、今後は１つ１つの研修の質の向上とそれに応じた「た

くましき７つの能力」との関係を分析、改善していく。 

 

 ２．汎用性の高い課題研究プログラム（普通科）について 

 （１）汎用性を高めるための改善個所 

ＳＳＨ第Ⅰ期で行ってきた理数科中心の課題研究プログラムを普通科に取り入れるため、汎用性

の高い課題研究の開発をＳＳＨ第Ⅱ期では行っていく。課題研究に関わってきた職員にアンケート

を実施し、課題研究を実施していく上で何かしらの手立てや改善が必要な箇所を調査したところ、大

きく以下の３点が挙げられた。 

①課題研究のテーマ設定に関して 

②研究活動における大学との連携と研究の指導に関して 

   ③普通科の全生徒が意欲を持って課題研究を行っていくための手立てに関して 

   理数科で実施している「スペシャリストを育成するための専門性の高い課題研究」と普通科の課

題研究プログラムを常に比較し合いながら、この３点について改善や新しい取組を開発していくこ

とが必要である。 

 

（２）改善個所に対する本校の取組と次年度以降の実施計画 

   ①課題研究のテーマ設定について 

今年度から１年生理数科に過去の理数科課題研究の論文データをまとめた共有フォルダを作成し

た。生徒に専門分野において過去の研究テーマを検索させて、その後各班で各自が研究テーマをプレ

ゼンテーションし合うことで、テーマの早期設定や研究開始より前に研究活動の計画を立てること

ができた。いずれは本校以外の高校における課題研究論文をまとめ、高校生が気軽に論文を検索でき

るような「高校論文検索サイト」（仮称）を今後作成していくことも検討している。 

 

②研究活動における大学との連携と研究の指導について 

   研究活動の指導に関しては本校職員が主体となり行っているが、課題研究を更に深化させるため

には大学の先生からの指導・助言は必要である。しかし、頻繁に大学に生徒と訪問することは難しく

回数も少ないことが現状であった。そのため今年度理数科２年生の課題研究においては、遠隔授業シ

ステムを活用し高大連携を深めることができた。遠隔授業システムを活用することで、大学から指導

・助言を受ける機会が増加し、今までできなかった課題研究のプレゼンテーションも発表会前に実

施することができ、今後の活用次第では課題研究の深化が期待できる。 

 

  

遠隔授業システムに 

よる大学と連携 
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③普通科の全生徒が意欲を持って課題研究を行っていくための手立てについて 

   授業評価において他の班と比較すると、「科学への興味関心が向上した。（興味関心の向上）」、

「大学への進学意欲が向上した。（進路意識の向上）」「自身の将来を考える良い機会となった。（職

業観の明確化）」「学習への意欲が向上した。（学ぶ意欲の向上）」の全項目で数値が高くでていた。

このことより、生徒たちの進学希望にそった課題研究の実施が生徒の意欲の向上には必要であるこ

とが分かった。目指すべき進学先（大学等）や就職先（企業）を明確にする進路学習と授業を結び付

け、課題研究も分野別の班（今年度は数学班、物理班、化学班、生物班）ではなく、進路別（看護系

班、工学ものづくり班、工学自動車班、農学植物班など）に班編成を行っていく必要がある。このよ

うに課題研究の実施方法を改善し、今後、生徒の意識の変容を図っていくことが重要であると考えて

いる。 

   また、理数科に比べて普通科は課題研究の授業と体験型プログラムの時間が少ないため、課題研

究のまとめ方や、発表資料の作成方法など、見通しが立てにくいことが意欲の低下につながっている

原因の一つである。そこで、生徒にとって分かりやすく簡潔に示せる課題研究のルーブリックを作成

するために、今年度から各課題発表会において、「研究活動・発表評価シート」を用いて、㋐研究内

容、㋑発表資料、㋒発表態度の三項目に関して生徒が他の生徒の発表を三段階での記述評価を行っ

た。その記述をテキスト分析ソフト「KHcoder」を用いて解析し、生徒目線でのルーブリック作成を

来年度より進めていく。 

 

 （３）普通科生徒ルーブリックの作成 

生徒には３段階で評価させ、それぞれレベル１、２、３で分析した（レベル３が最高評価）。生徒

の記述から㋐研究内容に関して品詞別抽出語リスト％が上位のもののみまとめた。（表１） 

※データ数 レベル１：１４２ レベル２：２７１ レベル３：１２１ 

表１ 

 

研究 16% する 31% 実験 17% する 35% 実験 19% 分かる 38%
実験 16% 思う 28% 研究 13% 思う 27% 内容 17% する 34%
内容 12% 分かる 27% 内容 9% 分かる 23% 研究 8% 思う 20%
結果 5% 調べる 13% 失敗 7% 調べる 11% 結果 6% 知る 11%
失敗 5% できる 11% 結果 4% できる 11% 原因 4% できる 11%
考察 4% 知る 9% テーマ 4% 知る 8% 説明 4% なる 11%
発表 4% ある 6% 原因 4% ある 7% 方法 4% 調べる 9%

なる 6% 方法 4% なる 6% 失敗 4% ある 9%
身近 4% 見る 5% 作る 4% 振動 4% 変わる 6%

考える 4% 良い 18% 使う 4% 理解 4% まとめる 5%
面白い 17% 使う 4% 面白い 13%
良い 9% 難しい 6% とても 6% 身近 4% あまり 6%
興味深い 8% とても 11% すごい 6% 正確 4% どう 4%
大きい 3% 興味深い 5% やすい 11% 必要 4% もう少し 4%
やすい 7% やすい 10% 詳しい 5% よい 10% 少し 4%

おもしろい 5% 良い 9% 良い 5% 難しい 12%
すごい 5% よい 7% 詳しい 5% やすい 10%
よい 5% ない 9% 良い 4% よい 6%

ない 12% 高い 4% にくい 4%

ない 25%

否定助動詞

レベル２ レベル１
名詞

形容動詞

形容詞

動詞

副詞

形容詞（非自立）

形容詞（非自立）

否定助動詞

名詞

形容詞

動詞

副詞

形容詞（非自立）

否定助動詞

レベル３
名詞 動詞

形容動詞

形容詞

副詞
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表１から特に否定助詞「ない」について取り上げ、関連語検索でＪａｃｃａｒｄ係数（共起の度合

いを表す値であり、係数値が０．２を超えると共起が高いといえる。）を調べることで共起を分析し

た。（表２）ただし、Ｊａｃｃａｒｄ係数が０．２を超える値のみ抽出したため、レベル２に関して

は「ない」と共起が高いといえる関連語はなかった。（一番高いものが「思う」でＪａｃｃａｒｄ係

数は０．１５８５）Ｊａｃｃａｒｄ係数に基づき実際に文章を確認するとレベル１では「詳しい説明

がない」等の否定的な文章が大半であり、レベル３では「内容が知らないこと」など、研究内容に関

する驚嘆を表す文章が大半であった。このように各レベルに応じて関連語分析し、３段階のルーブリ

ックを作成した。以下はレベル１のみの分析法を記述する。 

レベル１の関連語を分析すると下の表３のようになり、前述通り否定助詞の「ない」が多く、その

共起語は「分かる」であった。また同じく否定的な副詞である「もう少し」の共起語は「詳しい」「説

明」「過程」であり、これらの共起ネットワークより結果をまとめ文章化すると、「研究・実験内容

についてもう少し詳しく調べる必要があり説明が難しく分かりにくい。」となる。このようにレベル

２、レベル３、また「プレゼン資料」「発表態度」に関しても同様に分析すると下の表４となる。                  

      表２                      表３    

表４ 

分野 レベル 評価文章 

 

 

研究内容 

レベル３ 研究内容、結果からの考察、今後の課題がよく分かる。また、実験で失敗
した場合その失敗から原因を考えることができている。 

レベル２ 研究内容が分かりやすく、結果から今後課題を考えることができている。
しかし、結果からの考察が不十分で、難しく分かりにく箇所がある。 

レベル１ 研究・実験内容についてもう少し詳しく調べる必要があり、説明が難しく
分かりにくい。 

 

 

プレゼン資料 

レベル３ 実験の写真が多く、結果や考察の見せ方をよく考えている。また資料は必
要な内容を簡潔にまとめており、とても分かりやすい。 

レベル２ 実験の写真や実験結果をグラフで示して分かりやすい。文字も見やすく資
料の見せ方に工夫がみられる。 

レベル１ 背景と文字が合ってなく、グラフや本文の文字が小さく見にくい。図や写
真が少なく文字ばかりで見にくく、理解しにくい。 

 

 

発表態度 

レベル３ 班員全員が大きく適切な声で発表できている。説明中は資料を差し示しな
がら説明できており、とても分かりやすい。 

レベル２ 大きく聞き取りやすい声で、台本を読まず発表している。質問に対する受
け答えもできている。 

レベル１ 発表を一人でするなど班で分担ができていない。声が小さく、早口で聞き
取りにくい。台本を読んでいるだけである。 

  今回作成したルーブリックと教員で協議し作成したルーブリックを生徒に示し、研究活動に見通し

を持って進めさせていきたいと考える。また㋑プレゼン資料と㋒発表態度についてはデータ数が１０

０を超えなかったため今後データ数を増やして分析していきたい。 

 

 

レベル 関連語 Jaccard 係数 

レベル１ 分かる ０．２２２２ 

レベル２   

レベル３ 知る ０．２６０９ 

実験 ０．２０６９ 

語句 関連語 Jaccard係数 語句 関連語 Jaccard係数
ない 分かる 0.22 もう少し 0.37

詳しい 0.37 説明 0.3
説明 0.25 調べる もう少し 0.2
過程 0.25 できる 理解 0.25
矛盾 0.2 内容 難しい 0.24
含む 0.2 詳しい 0.3
多い 0.2 もう少し 0.25

難しい 内容 0.24

もう少し

少し

詳しい

説明
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３－３．「たくましき７つの能力」（基礎知識・幅広い基礎力・探究力・人間力・協働的思考力・批判的

・思考力・創造的思考力に対する評価法の確立 

 

３－３－１．現状の分析と仮説 

 １．現状の分析 

  これまでは多くの教育活動に関する評価の指標が、考査等の点数化されたものがほとんどで、点数

では計ることのできない力、具体的には生徒に身に付けさせたい、主体性・多様性・協働性などを適切

に評価する指標が不十分であった。また、第１期で実施したコメント分析法はまだまだ実施範囲が限ら

れ、データ解析量は少ない。今後はコメント分析法の活用範囲を広げて記述分析を行っていくととも

に、「たくましき７つの能力」に対する評価法を確立するために、様々な分野に及んでいる生徒の学習

状況・学習意識・生活習慣アンケート等のデータを個別に分析するだけでなく、分野を超えてデータを

詳細に分析し、データ間の相関関係を検証する必要がある。 

 ２．研究開発の仮説 

  ＳＳＨ第Ⅰ期で実施してきた、生徒の学習状況・学習意識・生活習慣アンケート等のデータを統計学

の視点から詳細に分析することで、データ間の相関性から各能力の評価規準を設定する。また、「たく

ましき７つの能力」が明確に評価されることで、ＳＳＨ事業の改善を継続的に行うことができる。それ

により、指導と評価の一体化を進めることができ、生徒の資質・能力の更なる向上が可能になる。 

   

３－３－２．評価法の開発における研究内容 

 １．評価法の研究内容 

職員アンケート等により「たくましき７つの能力」の内、⑤批判的思考力、⑥創造的思考力、⑦協働

的思考力が他の力よりも高いと考えられる生徒を抽出する。その後、統計解析ソフト「ＳＰＳＳ」を用

いて各アンケートや外部模試の結果から有意な項目を算出する。今年度は特に⑥批判的思考力につい

て分析を行った。 

 ２．評価法の分析方法 

  各項目における有意性を確かめるため、今年度は「独立したサンプルにおけるＴ検定」により算出し

た。なお対象生徒数２３８名の内、創造的思考力についての抽出生徒は１５名である。また分析した項

目は学習状況アンケートや外部模試の分野別得点率など合計７８８項目で、総データ数は１８７,４３

２個である。以下に分析方法を示す。 

 （１）独立サンプルの検定 

表１ 

 

  上の表１のように「等分散性の Levene の検定」の有意確率の値が【0.05＜値】の場合は有意でない

とみなせ、等分散を仮定することができる。その後、「等分散を仮定する」の行から、ｔ値、自由度、

有意確率（両側）の数字を読み取り、「有意確率」が【0.01＜値＜0.05】であれば、この 2 つの平均値

には有意差があるとみなせるとした。上図の場合、『リスニングの得点率』において「等分散性の Levene

F 値 有意確率 t 値 自由度 有意確率 平均値の差 差の標準誤差 下限 上限

等分散を仮定する 0.435 0.51 2.544 234 0.012 13.24861 5.20836382 2.987329 23.50988
等分散を仮定しない 2.814 11.257 0.017 13.24861 4.70744144 2.916346 23.58087

リスニング得点率
（１年次１月実施）

等分散性の
Leveneの検定 差の 95% 信頼区間

独立サンプルの検定
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の検定」の有意確率の値が【0.05＜0.51】であるため、等分散を仮定することができる。「等分散を仮

定する」の行から有意確率を読むと【0.01＜0.012＜0.05】となっており、この項目は優位性が認められ

ることになる。 

 

 （２）グループ統計量から項目ごとの特徴を算出 

  有意差が認められたサンプル間において「グループ統計量」からその平均値を比較し、その項目に対

する特徴を確認する。下の表２では（１）の結果から有意性を認められたので、その項目を読み取る

と、創造的思考力に特徴のある生徒は「リスニングの得点率」が１３．３％高いことがいえる。 

表２ 

 

  このようにして⑤批判的思考力、⑥創造的思考力、⑦協働的思考力について有意性の認められる項

目について分析を行った。 

  

３－３－３．評価法に関する検証と考察 

 １．創造的思考力に関する有意性 

  「たくましき７つの能力」における⑥創造的思考力について有意性が認められた項目をアンケート

については表３に、各教科別得点率等は表４に示す。 

表３ 

 

グループ 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差

1 11 51.52727 15.15692 4.56998291
2 225 38.27867 16.93912 1.129274574

リスニング得点率
（１年次１月実施）

グループ統計量

実施名 分野 項目
アンケート 高校生活についての現在の気持ち
アンケート 高校受験に向けての学習のしかた
アンケート 平日の学習時間
アンケート 国語の定期試験後の復習
アンケート 数学の宿題・授業の復習への取り組み
アンケート 数学の定期試験後の復習
アンケート 英語の宿題・授業の復習への取り組み
アンケート 英語の定期試験後の復習
アンケート 英語の苦手な事項
アンケート 問題を解くときの計算や考えた過程を書く
アンケート 英語の自宅学習内容
アンケート 英語で話しかけるなど積極的に英語を話す
アンケート 予備校・塾について
アンケート 国語のノートのとり方
アンケート 古文では助動詞の意味や活用を例文と覚える
アンケート 古文や漢文は主語の省略を述語から推移する
アンケート 授業（数学）の理解度
アンケート 数学の定期試験後の復習
アンケート 数学の苦手な分野
アンケート 一夜漬けで知識を詰め込むことが多い

スタサポ（１年次４月実施）

スタサポ（１年次９月実施）

スタサポ（２年４月実施）
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表４ 

 

 ２．研究開発の考察 

  アンケート項目（表３）について有意性を示したものは全ての問いに対して肯定的な特徴を示し、そ

の中でも復習に関する項目が多く見られた。また、教科におけるアンケート項目では国語、英語に関す

る内容が全２０項目中９項目（４５％）であり、特に表現する場面の多い教科に偏っていた。 

  各教科別得点率等（表４）についても有意性を示したものは全ての内容で高い数値を示し、その中で

も「英語」に関わる項目が多く見られた。全４７項目中２８項目（約６０％）が英語に関わっており、

創造的思考力を育成するための授業改善では、特に英語科で行うことで効果が得られる可能性が高い。 

 

実施名 分野 項目
スタサポ（１年次４月実施） 国語・英語 国英総合偏差値

国語・英語 国英総合偏差値
数学・英語 数英総合偏差値

進研模試（１年１月実施） 数学・英語 数英総合偏差値
進研模試（２年７月実施） 国語・英語 国英文系偏差値

国語・英語 国英総合偏差値
数学・英語 数英総合偏差値

進研模試（２年１月実施） 国語・英語 国英偏差値
スタサポ（１年次４月実施） 国語・数学・英語 国数英総合偏差値
進研模試（１年７月実施） 国語・数学・英語 国数英総合偏差値

国語・数学・英語 国数英総合偏差値
国語 現大文知識（国語）正解率

進研模試（１年１１月実施） 国語 古文（国語）得点率
進研模試（２年７月実施） 国語 国語偏差値
進研模試（２年７月実施） 国語 古文（国語）得点率
進研模試（２年１１月実施） 国語 国語偏差値

国語 国語偏差値
国語 現代文・評論（国語）得点率
数学 方程式（数学）正解率
数学 図形（数学）正解率
数学 数学偏差値
数学 ２次関数（数学）得点率

進研模試（２年７月実施） 数学 数Ｂ（数学）得点率
進研模試（２年１１月実施） 数学 数学Ｂ総合偏差値
進研模試（２年１月実施） 数学 場合の数と確率（数学）得点率
進研模試（２年２月実施） 数学 数学Ⅱ偏差値

英語 語彙（英語）正解率
英語 文法（英語）正解率

スタサポ（１年次９月実施） 英語 リスニング（英語）正解率
英語 リスニング（英語）得点率
英語 発音アクセント（英語）得点率
英語 文法・語法（英語）得点率
英語 長文読解（英語）得点率
英語 表現力（英語）

進研模試（１年１１月実施） 英語 リスニング（英語）得点率
英語 リスニング（英語）得点率
英語 長文読解（英語）得点率
英語 英語総合偏差値
英語 文法（英語）正解率

進研模試（２年１１月実施） 英語 発音アクセント（英語）得点率
進研模試（２年１月実施） 英語 英語偏差値

英語 長文読解（英語）得点率
英語 短会話・Ｑ＆Ａ選択（英語）得点率

進研模試（２年１１月実施） 理科 物理偏差値
進研模試（２年１月実施） 理科 物質の状態とその変化（化学）得点率

理科 理科計偏差値
理科 物質の変化（化学）得点率

スタサポ（１年次４月実施）

進研模試（１年７月実施）

進研模試（１年１月実施）

スタサポ（２年４月実施）

進研模試（２年２月実施）

進研模試（２年２月実施）

進研模試（２年１月実施）

スタサポ（１年次４月実施）

進研模試（１年１１月実施）

スタサポ（１年次９月実施）

進研模試（２年１１月実施）

スタサポ（１年次９月実施）
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第４章 実施の効果とその評価 
 

４－１．全教科・科目で行う主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

 今年度より実施した「授業開発アンケート」により、本校で行われている授業での育成領域を把握する

ことができた。これにより、本校の授業改善課題が明確になり、今年度実施率の低い育成領域（④人間

力、⑤批判的思考力、⑥創造的思考力、⑦協働的思考力）について今後特に実施をしていかなければなら

ない。また育成領域別授業改善を行うことで、その手立てを教科・科目を横断して共有することができ

た。しかし、実施率は全体で６０％であり、来年度以降は実施率の向上はもちろん職員研修での実践発表

や外部への公開が必要となる。運営指導委員会では実施率の向上と「たくましき７つの能力」の定義を早

急に行うよう指導を受けた。 

今年度授業改善の実施状況と、そこから定義した課題研究での主な育成領域については以下の図１に

示す。 

図１ 

 

 

４－２．未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力を育成する課題研究プログラムの開発 

 １．スペシャリストを育成する専門性の高い課題研究プログラム（理数科） 

  今年度理数科で実施した課題研究の授業（「ＳＳ理数探究Ⅰ」「ＳＳ理数探究Ⅱ」）と体験型プログ

ラ  ム（『理数科サマーセミナー』『理数科サイエンスリサーチ』『アドバンスリサーチ』）につい

て授業・事業評価『授業や研修により身に付いた能力の自己評価』の結果を以下の表１に示す。 

  表１から分かるように、本年度実施した課題研究プログラムでは④人間力と⑦協働的思考力の育成

において一定の成果を上げたといえる。しかし、ＳＳＨ第Ⅰ期からの課題である⑥創造的思考力に関し

ては、「ＳＳ理数探究Ⅰ」で５％、「ＳＳ理数探究Ⅱ」で３％と向上させることができなかった。その

中でも、高校、大学、そして企業との連携を深化させた『理数科サマーセミナー』では１２％、カリキ

ュラムマネジメントにより授業の流れと体験型プログラムとの接続を深化させた『アドバンスリサー
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チ（福岡教育大学研究室研修）』では１９％と、創造的思考力の育成に向けた改善は一部で成果を上げ

ることができた。また、⑥創造的思考力と⑦協働的思考力との関係から、グループ研究において個人で

思考する場面を取り入れ、思考過程を深化させる自己評価、相互評価を加えた課題研究テキストの開発

が来年度の課題であり、改善点である。 

表１ 

  ①基礎知識 ②幅広い 

基礎力 

③探究力 ④人間力 ⑤批判的 

思考力 

⑥創造的 

思考力 

⑦協働的 

思考力 

ＳＳ理数探究Ⅰ 15% 16% 14% 20% 11% 5% 19% 

ＳＳ理数探究Ⅱ 16% 11% 14% 11% 13% 3% 33% 

理数科サマーセミナー 18% 9% 12% 23% 4% 12% 22% 

理数科サイエンスリサーチ 18% 7% 8% 29% 11% 1% 25% 

アドバンスリサーチゼミ 0% 13% 13% 31% 13% 19% 13% 

 

 ２．汎用性の高い課題研究プログラム（普通科） 

汎用性向上のために今年度実施した内容を以下に示す。 

（１）過去の理数科課題研究の論文データをまとめた共有フォルダを作成し、テーマの早期設定等の

一助となった。 

（２）遠隔授業システムを活用し高大連携を深めることができた。 

（３）生徒記述によるルーブリックを作成し、普通科の生徒でも研究の見通しを持って研究活動を行

えるようにする。 

また、情報工学系の課題研究としてプログラミングによりゲームを開発した研究班が他の研究班に 

比べて、「科学への興味関心が向上した。（興味関心の向上）」、「大学への進学意欲が向上した。

（進路意識の向上）」「自身の将来を考える良い機会となった。（職業観の明確化）」「学習への意

欲が向上した。（学ぶ意欲の向上）」「創造的思考力を身に付けることができた。」等の全項目で高

い数値を示したこと（表２）から、普通科課題研究においては生徒の進路に応じた課題研究班を作成

し、研究を進めていくことで、常に意欲を持って研究活動を行えると考えられる。以上の４点の実施

とその評価が今後の汎用性を高める取組である。 

 

表２ 

 

 

進路に沿った班 他の研究班

科学への興味関心が向上した。（興味関心の向上） 55% 50%

大学への進学意欲が向上した。（進路意識の向上） 75% 15%

自身の将来を考える良い機会となった。（職業観の明確化） 63% 18%

学習への意欲が向上した。（学ぶ意欲の向上） 63% 44%

この研修で創造的思考力を身に付けることができた。 75% 18%

そう思うと答えた生徒の割合
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４－３．「たくましき７つの能力」（基礎知識・幅広い基礎力・探究力・人間力・協働的思考力・批判的

・思考力・創造的思考力に対する評価法の確立 

  今年度、特に育成していかなければならない⑥創造的思考力について分析を行った。生徒アンケー 

ト項目では「国語」「英語」の２教科に関する項目が多く、全２０項目中９項目（４５％）であった。 

また各教科別得点率等のデータにおいても、全４７項目中２８項目（約６０％）が英語に関わってお 

り、今年度の分析結果からは⑥創造的思考力の向上においては、英語による影響が高いことが分かっ 

た。この結果を検証するため、来年度以降も職員アンケートとＳＰＳＳでの分析を継続することが必要 

であり、他の能力に関しても過去のデータから相関性を算出していく。評価法の検証としては、卒業生 

へのアンケート調査の結果と整合性を確認していく。 

 

４－４．研究開発内容全体に関して 

 「全教科・科目で行う主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善」では授業で育成できている能

力と育成できていない能力を明確にし、「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力を育成する

課題研究プログラムの開発」では授業と共に「たくましき７つの能力」全体を育成していくための分析、

そして改善を行っていく。この研究開発により本校では特に⑥創造的思考力が育成できていない課題が

明確となった。そのため「たくましき７つの能力の評価法の確立」では、課題である創造的思考力におけ

る有意性項目を算出し、その結果から授業改善へ再びつなげていく。学校全体で３つの研究開発をつな

げて実施することができたことは成果の一つといえる。（図２） 

今後は、「たくましき７つの能力」を定義し、その定義を教員と生徒とで共有することで、更にこの３

つの研究開発を発展させていく必要があると考える。 

図２ 

 

 

 

 



50 

 

第５章 ＳＳＨ部の活動 

 

本校では理数科の生徒を中心にＳＳＨ部を運営しており、課題研究の授業に加えて部活動でも研究活

動を行っている。研究活動の充実させ、科学コンテストへの参加することで科学的な思考力やプレゼン

テーション力を育成することや、地域コミュニティプロジェクトとして、地域の理科教育の発展に少し

でも貢献できるような活動を行っている。 

 

５－１．科学コンテストでの実績 

名称 主催者 結果 

高大連携課題研究発表会 in 

北九州 2016(九工大戸畑) 

高大連携コンソーシアム

福岡 

特別賞(化学班) 

ポスター発表 

SSH 生徒発表会 科学技術振興機構 ポスター発表（化学班） 

サイエンスインターハイ＠SOJO 崇城大学 ポスター発表(化学班) 

準グランプリ(2 位) 

第 14 回高校化学グランドコンテスト 大阪市立大学他 ポスター発表 

理数科課題研究発表大会  

福岡県大会 

福岡県立嘉穂高校 福岡県大会 優勝 

理数科課題研究発表大会 

中国・四国・九州大会 

岡山大学 ポスター・口頭発表 

九州大学 アカデミックフェスティバル 九州大学 ポスター・口頭発表 

 

理数科課題研究発表会福岡県大会           中国四国九州大会 

 

化学グランドコンテスト（名古屋）        ＳＳＨ生徒研究発表会（神戸） 
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 ５－２．地域コミュニティプロジェクト 

  １．小学生のための楽しい理科実験教室 

  （１）日時 平成２９年８月２０日（日）９：３０～１２：００ 

  （２）参加者数 ５７名（本校学区内小学生、保護者対象） 

  （３）内容 

   

２．中学生のための楽しい科学実験教室 

  （１）日時 平成２９年８月２０日（日）１３：３０～１６：００ 

  （２）参加者数 ２３名（本校学区内中学生対象） 

  （３）内容 

実施場所 講座名 担当者 実験タイトル 

コモンホール 工作講座 草野（物理） 

川原（実習助手） 

カチカチ衝突球を作ろう！ 

会議室 生物講座 幤（生物） 

村上（生物） 

中村（実習助手） 

生物の不思議を感じてみよう！ 

社会科講義室 化学講座 藤本（化学） 

丸山（化学） 

瀬戸（実習助手） 

ＳＳＨ部生徒 

大豆（だいず）の化学！ 

視聴覚室 物理講座 高倉（物理） 物理は意外に身近なところに！？ 

そんな物理現象を体感しよう！ 

実施場所 講座名 担当者 実験タイトル 

生物実験室 生物講座 幤（生物）村上（生物） 

中村（実習助手） 

身近な生物現象を観察してみよう! 

社会科講義室 化学講座 藤本（化学）丸山（化学） 

瀬戸（実習助手）ＳＳＨ部生徒 

鏡をつくろう！ 

物理実験室 物理講座 高倉（物理）草野（物理） 

川原（実習助手） 

運動と波の物理学！ 
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  ３．保育園・幼稚園出前講座 

   今年度より近隣の保育園、幼稚園に案内を配布したが、希望する園はなかった。 

  ４．鞍高祭でのＳＳＨブース 

   ６月に行われた鞍高祭にてＳＳＨ部の生徒たちが「実験講座ブース」と「実験体験ブース」を実施

して本校生徒はもちろん訪れた地域の方々へ講座を行った。 

  ５．福智町連携授業「小学生理科教室」 

   福智町役場と連携をして、地域の小学生と保護者に向けて実験教室を実施した。ＳＳＨ部生物班

の生徒２名が小学生に向けて講義と実験を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

  ６．サイエンスモール in 飯塚 

   飯塚市の小中学生対象のイベントで、本校ＳＳＨ部の

生徒は課題研究にて開発中の人工イクラに香料を付けた

『香り玉』を実験イベントとして実施した。 

  ７．北九州ゆめみらいワーク 

   地元の企業、大学、高校が科学に関する実験ブースを出

展し、地元の方々に科学実験教室を行った。本校ＳＳＨ部

も出店し、『香り玉』を実施した。 
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第６章 関係資料 
 

６－１．継続申請審査における主な指摘事項 

 （１）課題研究を教育課程上にしっかりと位置付け、意欲的に取り組もうという姿勢が見える点や、授

業改善についても具体的に計画されており、実現可能性も高い計画となっており期待できる。 

 （２）７つの能力の分析に独自性があり、客観的な評価につながることが期待できる。 

 （３）遠隔授業システムを活用した授業の開発による具体的な成果を示すことが望まれる。 

 （４）計画通りに確実に計画を進めていくことはもちろん、進行管理をしっかりと行い、進行に応じて

有効な改善を行っていくことが重要である。 

 

６－２．校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＳＳＨ課題研究企画・運営委員会（ＳＳＨ課・ＳＧＨ課・進路指導領域） 

  各学年ごとの課題研究の年間計画を立案し運営する。年度末には授業アンケートの内容を分析し、

次年度の課題とその改善点を踏まえ課題研究の改善を行う。 

（２）ＳＳＨ授業改善推進委員会(ＳＳＨ課・進路指導領域・教務領域・各教科) 

  授業開発アンケートの運営とその分析を行う。職員研修会での実践発表会や外部への公開授業の

立案、運営を行う。 

（３）ＳＳＨ評価法開発委員会(ＳＳＨ課・ＳＧＨ課・進路指導領域・各教科・学年主任) 

  職員アンケートの結果を分析し、「たくましき７つの能力」のルーブリック化やそれら能力への評

価法の開発を行う。 

（４）ＳＳＨ学校行事推進員会（生徒指導領域・ＳＳＨ課・ＳＧＨ課） 

  課題研究発表会の企画・運営を行う。 

（５）ＳＳ広報委員会(ＳＳＨ課・庶務領域) 

  パンフレットの作成や、ホームページで外部へＳＳＨの成果の普及を行う。 
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６－３．運営指導委員会の記録 

６－３－１．福岡県立鞍手高等学校ＳＳＨ運営指導委員 

 氏名 所属 職名 

森  英一 九州産業大学基礎教育センター フェロー教授 

梶山 千里 福岡女子大学 理事長・学長 

野瀬 重人 （元：岡山理科大学） 元岡山理科大学教授 

伊藤 克治 福岡教育大学 教授 

渡辺 亮太 福岡工業大学 FD 推進室長 

菅野 憲一 近畿大学 産業理工学部  教授 

後藤 顕一 東洋大学  教授 

渕上 信好 ＮＰＯ法人 直方川つくりの会 副理事長 

安永 卓生 九州工業大学 情報工学部  教授 

太田 辰夫 太田＆アソシエイツ 代表 

 

６－３－２．第１回運営指導委員会 

  １．実施日時 

    平成２９年６月３０日（金） １３：３０～１５：００ 

  ２．会場 

    福岡県立鞍手高等学校 会議室 

  ３．内容 

   （１）開会          （６）全体説明 

   （２）校長挨拶          ①本校ＳＳＨの主旨と目的 

   （３）県教育委員会挨拶      ②平成２９年度ＳＳＨ事業計画 

    （４）運営指導委員紹介    （７）研究協議 

   （５）運営指導委員長挨拶   （８）閉会 

４．質疑内容 

授業改善を学校全体で行っていくシステム

は評価していただいたが、年度末に必ず実施状

況や結果をもとに鞍手高校における授業の課

題を明確にし、職員に還元していく必要性を指

摘していただいた。また、積極的に授業を外部

へ公開することが必要であると助言をいただ

いた。また「汎用性の高い課題研究プログラム」

に関しては、課題研究テキスト等を作成し、地

域の高校に配布していく計画を立てるよう助

言をいただいた。課題研究のテーマ設定時に一

助となる高校生科学論文検索サイトの開発は

評価を受けたが、まずは可能な規模で実施をし

成果を分析しながら慎重に進めていくことが

大切であるとご指摘いただいた。
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６－３－３．第２回運営指導委員会 

１．実施日時 

    平成３０年２月２１日（水） １５：００～１７：００ 

  ２．会場 

    福岡県立鞍手高等学校 会議室 

  ３．内容 

   （１）開会          （７）全体説明 

   （２）校長挨拶          ①平成２９年度ＳＳＨ事業の実施状況 

   （３）県教育委員会挨拶      ②今後のＳＳＨ事業の課題と改善 

    （４）運営指導委員紹介    （７）研究協議 

   （５）運営指導委員長挨拶   （８）閉会 

   （６）生徒課題研究発表 

  ４．質疑内容   

研究開発の３点について今年度の実施内容

とその分析、来年度以降の改善点に関して全

体説明を行い指導・助言をいただいた。授業

改善に関して一番多くご助言いただいた内容

は、「たくましき７つの能力」について各能力

の定義を迅速に行うことである。また定義は

一つにまとめるのではなく、５項目立てで定

義することが望ましいということであった。

その上で今回の分析結果のような各能力の相

関をはかることで更に発展させれるのではな

いかとご助言いただいた。課題研究に関して

は今回行ったように発展させる内容と評価を

その都度実践し、常に改善させていく必要が

あるとご指導いただいた。「たくましき７つ

の能力」に関する評価法に関しては今回はあ

まり結果を示せなかったが、検証方法自体は

評価していただくことができ、結果の分析を

進めていくようご指導いただいた。 

 

６－４．先進校視察  

１．岡山理科大学附属高等学校 

   内容 能力評価法の開発について 

  ２．岡山県立岡山一宮高等学校 

   内容 課題研究プログラムについて 

  ３．岡山県立倉敷天城高等学校 

   内容 テキスト開発について 

      進路とＳＳＨの取組について 

４．岡山県立玉島高等学校 

内容 ルーブリックの活用について 

   課題研究プログラムについて 

５．香川県立観音寺第一高等学校 

内容 ＳＳＨの取組と課題研究について 

   チェック式課題研究評価法について 

６．徳島県立城南高等学校 

内容 ＳＳＨ研究成果発表会参加 

７．東京都立小石川中等教育学校 

内容 カリキュラムマネジメントについて 

   学校におけるＳＳＨ事業について 

８．東京工業大学付属科学技術高等学校 

 内容 課題研究についての評価について
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６－５．平成２９年度入学生教育課程表 

全日制課程（理数科） 

 

 

学年

類型

（標準単位数）

3～6 ◎ △ ◇

1 1 1 3

0 0 0 0

*学校設定科目

33

22

3 5

理
　
　
数

家庭 家庭基礎 2

情報 社会と情報

32 97

学校裁量時間

総合的な学習の時間

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　計 32 33

小　　　　　　　計 12 13 17 42

S
S
理
数 *SS理数探究Ⅲ 1

*SS理数探究Ⅱ 2 2

1

1

1 1

2

1

ＳＳ生物基礎 3

2 4

*ＳＳ科学英語 1

*SS理数探究Ⅰ 1 1

5

ＳＳ化学基礎 3 2

42

8

ＳＳ物理基礎 3 3

2～8 2

4 4 8

6主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

・

科

目

理数数学Ⅰ 4～8 6

理数数学Ⅱ 6～12

理数数学特論

2

小　　　　　　　計 19 19 14 52

2 2

2

英語表現Ⅱ 2 1 34

4 4

英語表現Ⅰ 2 2

4

コミュニーケーション英語Ⅲ 4

3

コミュニーケーション英語Ⅱ 4 4外
国
語

コミュニーケーション英語Ⅰ 3 3

2

書道Ⅰ 2

美術Ⅰ 2 2

2

芸
　
術

音楽Ⅰ 2

2 7

保健 2 1 1

保健
体育

体育 7～8 3 2

2

3 5

公民 現代社会 2 2

2

地理Ｂ 4 2

2 4

地
歴

世界史Ａ 2 2

古典Ｂ 4 2

4

2 2 4現代文Ｂ 4

共通 共通 共通 共通

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
　
語

国語総合 4 4

1 2 3 単位数計

教
科

　科目
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全日制過程（普通科人間文科コース） 

 

学年

類型

（標準単位数）

3～6 ◎ △ ◇ ◇

1 1 1 1 3 3

0 0 0 0 0 0

*学校設定科目

ＴＺ
探究

1 1 1

1 1

1*ＳＳ科学探究Ⅱ 1

*ＳＳ科学探究Ⅰ 1 1

2 2

2

*ＳＳ科学探究基礎 2 2

2社会と情報 2 2

3

情報

*現代社会探究 3

学校裁量時間

6 0 5～7 6

3 3ＣＥ探究

96

小　　　　　　　計 0

※

学

校

設

定

教

科

32 32 96

総合的な学習の時間

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　計 32 32

2 2

11～13

*実用の書 2～4

1 1

3

*人文課題研究 1～2 1

3

人文

*言語表現 2～4 3

2 2

3

異文化理解 2～6 2

3英
語

英語理解 2～8

家庭 フードデザイン 2～6

小　　　　　　　計 31 25 31 24～26 87 76～82

2 2

4

家庭 家庭基礎 2 2

2 4 2英語表現Ⅱ 4

2 2

4

英語表現Ⅰ 2 2

4 4 4コミュニーケーション英語Ⅲ 4

4 4

3

コミュニーケーション英語Ⅱ 4 4

3

2

外
国
語

コミュニーケーション英語Ⅰ 3 3

2書道Ⅱ 2

書道Ⅰ 2

2

美術Ⅱ 2

2美術Ⅰ 2 2

音楽Ⅱ 2

2

芸
　
術

音楽Ⅰ 2

2

7 7

保健 2 1 1

2 2 2保健
体育

体育 7～8 3

*地学探究 2～4

2

2

*生物探究 2～4 2

2*化学探究 2～4

地学基礎 2

2 2

2 2

生物基礎 2 2

2

理
科

化学基礎 2

5

2

*数学総合演習 2～6 5

2数学Ｂ 2 2

2 2

3

数学Ａ 2 2

3数学Ⅱ 4 1 2

3 3

数
　
学

数学Ⅰ 3 3

3 3 3政治・経済 3 3
公民

現代社会 2 ☆

5

*日本史探究 4～8

5 5 5*世界史探究 4～8

3 3

3

日本史Ｂ 4 3

3

2

地
理
歴
史

世界史Ｂ 4 3

2 2 2

3 3

*近現代文研究 2～4

3 3

3 3

古典Ｂ 4 3

5 5国語総合 4 5

*原書講読 2～4

共通 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅰ型 Ⅱ型

各
　
学
　
科
　
に
　
共
　
通
　
す
　
る
　
各
　
教
　
科
　
･
　
科
　
目

国
　
　
語

教
科

　科目

1 2 3 単 位 数 計

共通
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全日制過程（普通科人間文科コースを除く） 

 

学年

類型

（標準単位数）

3～6 ◎ △ △ ◇ ◇ ◇

1 1 1 1 1 1 3 3 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0

*学校設定科目

6

2 22

3

家庭基礎 2 2

3英語会話 2

4 42 2 42 2

2 2

英語表現Ⅱ 4 2

2英語表現Ⅰ 2 2

4 44 4 44

4 4

コミュニーケーション英語Ⅲ 4

44コミュニーケーション英語Ⅱ 4 4

3 33

2

コミュニーケーション英語Ⅰ 3 3

2書道Ⅱ 2

書道Ⅰ 2

美術Ⅱ 2

2 22美術Ⅰ 2 2

音楽Ⅱ 2

2 2

音楽Ⅰ 2

21保健 2 1 1

8 82 2 83 2体育 7～8 3 3

*地学探究 2～4

22*生物探究 2～4

22*化学探究 2～4

2 2

3

*ＳＳ科学探究基礎 2 2

3 3

2 2

地学 4

地学基礎 2

生物 4

22

5

生物基礎 2 2

41

2

化学 4

2 22

6

化学基礎 2 2

42物理 4

22物理基礎 2

55*数学総合演習 2～6

2 222

2 2

数学Ｂ 2 2

2数学Ａ 2 2

6

3

数学Ⅲ 5

3 4 1数学Ⅱ 4 1 3 3

3 3 3

3

数
　
　
学

数学Ⅰ 3 3

3 33政治・経済 3
公民

現代社会 2 ☆

*日本史探究 4～8

5 55 5

6

*世界史探究 4～8

4地理Ｂ 4 2

3 3日本史Ｂ 4 3

3 33

22

4

地
理
歴
史

世界史Ａ 2

2 6 72 3 4

4

古典Ｂ 4 3

2 4 42 2 2現代文Ｂ 4 2

33国語表現 3

5 5 5国語総合 4 5

世界史Ｂ 4

文Ⅰ 文Ⅱ 理 文Ⅰ 文Ⅱ 理

教
科

　科目

共通 文 理

1 2 3 単 位 数 計

2社会と情報 2 2

各
　
学
　
科
　
に
　
共
　
通
　
す
　
る
　
各
　
教
　
科
　
･
　
科
　
目

3

国
　
語

理
　
　
　
科

保健
体育

芸
　
術

外
国
語

家庭

情報

2

*ＳＳ科学探究Ⅰ 1 1 1 1 1 1

*ＳＳ科学探究Ⅱ 1 1 11 1 1

ＴＺ
探究

ＣＥ探究 *現代社会探究

1

3

※ 家庭 フードデザイン

32 32

総合的な学習の時間

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　計

2～6

95

学校裁量時間

32 32 95 9732 32



59 

 

６－６．研究開発全体構成図 
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６－７．課題研究ポスター

 


